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世
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よ
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こ
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風
の
音
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声
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差
し
込
む
陽
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光
…

樹
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で
過
ご
す
非
日
常
体
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魚
沼
市

報

う お
ぬ ま

表紙の写真
ハーブ香園入広瀬

「ツリークライミング体験会」
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①
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
を
味
わ
え
る

　

何
と
言
っ
て
も
ダ
ム
の
魅
力
は
、
間

近
で
見
る
そ
の
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
し
ょ

う
。
こ
う
し
た
壮
大
な
イ
ン
フ
ラ
は
、
作

り
手
で
あ
る
人
間
の
努
力
と
高
度
な
技
術

で
作
り
出
さ
れ
た
、
ま
さ
に
血
と
汗
の
巨

大
な
結
晶
で
す
。
ぜ
ひ
間
近
で
そ
の
大
き

さ
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

奥只見ダム広神ダム

　2011 年に完成したダムで、堤高 80.5 ｍ
の重力式コンクリートダムです。人々を洪水
から守る新精鋭。ズラリと並ぶ洪水吐が圧巻
です。駐車場から徒歩で堤体の上まで行くこ
とができ、下流側やダム湖を見下ろすことが
できます。豪雨災害の減災にも役立ちます。

藪
やぶかみ

神ダム

黒又川第一ダム黒又ダム

破
あぶるまがわ

間川ダム

　堤高 157 ｍの重力式コンクリートダムで、国
内第５位の堤高を持つ巨大ダムです。総貯水容量
は国内第２位、有効貯水量は日本一という規模で、
観光地としても有名。ダム周辺には電力館（ダム
資料館）や遊覧船などもあります。「ダムマンガ（少
年画報社）」という漫画にも登場します。

　堤高 23 ｍの重力式コ
ンクリートダムです。比
較的小さなダムですが、
放流することが多く道路
からもよく見えます。
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あ
な
た
も
こ
の
夏
…

「
ダ
ム
」
巡
り
の
旅
に

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

（魚沼市須原）

（魚沼市大栃山）

　堤高 91 ｍの重力式コ
ンクリートダムで、奥只
見ダムによく似た見た目
のダムです。黒又第一発
電所に送水し発電してい
ます。

　 堤 高 93.5 ｍ の 重 力 式
コンクリートダムです。
天端からなだらかに続く
提体下流面のラインが特
徴で、曲線的な一枚の面
として形成されています。

（魚沼市大白川）

　 堤 高 24.543 ｍ の 重 力
式石張コンクリートダム
で「これがダム？」と思っ
てしまうほど、変わった
外観をしたダムです。表
面は石でできています。

（魚沼市大栃山）

（魚沼市小平尾） （魚沼市湯之谷芋川）

写真：黒又川第二ダム（魚沼市大栃山）

※現在ダムへ続く道が全面通行止

　今、全国各地でダムや橋などを楽しむ「インフラツーリズム」が、人気を集めています。
　その中でも圧倒的迫力が楽しめると言われているものが「ダム」です。その現実離れした
大きさを楽しめるだけでなく、電気や水について学べる資料館なども充実していることも多
く、インフラ施設の中でも代表的な人気施設のひとつです。特にこれからの暑い季節には、
避暑感覚で涼しく観光を楽しめるメリットもありブームが広がりつつあります。かつては、
一部の愛好家向けのマニアックな趣味というイメージのあったインフラツーリズムですが、
全国的に認知度が上昇し、近年では、家族連れや女性グループなども気軽に観光する姿も増
えています。あなたも市内「ダム」巡りの旅に出かけてみませんか？

総貯水容量／ 12,400 千㎥
完成年／ 2011 年

総貯水容量／ 601,000 千㎥
完成年／ 1960 年

②
ダ
ム
を
通
じ
て
地
域
を
知
る

　
市
内
に
は
全
国
的
に
も
比
較
的
早
い

段
階
に
建
設
さ
れ
た
黒
又
ダ
ム
か
ら
、

県
内
で
は
最
も
新
し
い
広
神
ダ
ム
ま

で
、
お
よ
そ

９０
年
近
く
に
及
ぶ
、
幅
広

い
年
代
に
建
設
さ
れ
た
ダ
ム
が
存
在
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
奥
只
見
ダ
ム
を
は

じ
め
と
す
る
発
電
専
用
ダ
ム
が
多
い
の

も
特
色
で
、
冬
期
間
に
多
く
の
雪
が
降

る
「
豪
雪
地
」
な
ら
で
は
の
水
力
資
源

の
豊
か
な
場
所
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
見

え
て
き
ま
す
。

　
個
々
の
ダ
ム
の
位
置
づ
け
や
、
地
域

社
会
へ
与
え
た
影
響
な
ど
も
知
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
ダ
ム
カ
レ
ー
や
そ
こ

で
し
か
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
地
域

の
食
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
魅

力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「うおぬまダムスタンプラリー対象のダムを紹介します！

3  市報うおぬま

　

７
月

１４
日
㈯
～
９
月
２
日
㈰
に
６
つ

の
ダ
ム
を
巡
っ
て
、
ス
タ
ン
プ
等
を
集

め
る
と
、
先
着
で
ダ
ム
カ
ー
ド
が
も
ら

え
ま
す
。
さ
ら
に
、
指
定
さ
れ
た
お
店

で
の
飲
食
や
宿
泊
、
奥
只
見
湖
で
の
遊

覧
船
に
乗
船
な
ど
で
、
別
の
ダ
ム
カ
ー

ド
も
も
ら
え
ち
ゃ
い
ま
す
。

問
魚
沼
市
観
光
協
会

☎
７
９
２・７
３
０
０

今、インフラツ
ーリズムが熱い

！

問
観
光
振
興
室　

　
　
☎
７
９
２・９
７
５
４

ちょっと変わっ
た

見た目のダム？

道路から
見えるダム！

日本を代表す
る

巨大ダム！
新潟・福島豪

雨

で減災効果！

森の中にた
たずむダム！

下から見上げ

てみよう！

　
ダ
ム
の
歴
史
や
ダ
ム
カ
ー
ド
、
ダ
ム

カ
レ
ー
、
お
す
す
め
周
遊
ル
ー
ト
な
ど

を
紹
介
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。
AR

ア
プ
リ
で
は
、
現
地
で
ダ
ム
の
紹
介
動

画
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
観
光
振
興
室

☎
７
９
２・９
７
５
４

う
お
ぬ
ま
ダ
ム
周
遊

　
　
Ｍ
Ａ
Ｐ
ウ
ェ
ブ
版

う
お
ぬ
ま
ダ
ム

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

総貯水容量／ 42,845 千㎥
完成年／ 1958 年

総貯水容量／ 1,454 千㎥
完成年／ 1927 年

総貯水容量／ 15,800 千㎥
完成年／ 1986 年

総貯水容量／ 1,857 千㎥
完成年／ 1941 年

◆
ダ
ム
巡
り
の
魅
力
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問　学校教育課　☎７９４－６０７２

ICT機器が教育現場にもたらすもの
タブレット

授業スタート
変わる教え方。育つ学び方。

◆
期
待
さ
れ
る
効
果

◎
情
報
収
集
・
処
理
力
の
向
上

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
情
報

の
収
集
や
共
有
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
動
画

や
音
声
を
再
生
す
る
こ
と
で
、
授
業
に
対
す

る
集
中
力
や
理
解
度
を
深
め
る
こ
と
も
期
待

で
き
ま
す
。

◎
学
習
効
果
の
向
上

　

教
材
や
資
料
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
に
映
し
出

す
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
気
付
い

た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
は
っ
き
り
と
伝
え

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
授
業
時
間
で
も

活
発
に
意
見
交
換
が
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
や
課
題
発
見
力
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
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◆
活
用
事
例（
小
出
小
学
校
４
年
）

◎
火
災
が
お
き
た
と
き
（
社
会
）

　

教
材
の
絵
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
で
大
き
く
映

す
こ
と
で
分
か
り
や
す
く
な
り
、
ま
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
必
要
に
応
じ
て
拡
大
縮
小
も
で
き

ま
す
。

火災現場のイラストを見て、気付いたこと
をスクリーンの前で発表する児童

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
っ
た
授
業
で

は
、
授
業
へ
の
集
中
度
や
意
欲
が
高

ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。こ
れ
は
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
「
今
、
こ
こ

を
や
っ
て
る
ん
だ
！
」
と
い
う
の
が

視
覚
的
に
ハ
ッ
キ
リ
と
分
か
る
た

め
、
ク
ラ
ス
全
体
が
参
加
し
や
す
い

授
業
に
な
っ
て
い
る
た
め
だ
と
思
い

ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
は
、
ま
だ
ま
だ

色
々
な
活
用
法
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
活
用
で
き
そ
う

な
授
業
に
は
取
り
入
れ
、
子
ど
も
た

ち
が
よ
り
参
加
し
や
す
い
授
業
を
目

指
し
ま
す
。

小出小学校　高橋　宇 先生
（４年３組担当）

　
　
　

之
谷
中
学
校
で
は
、
魚
沼
市
教
育
委

　
　
　

員
会
の
モ
デ
ル
指
定
校
と
し
て
、
温

　
　
　

か
い
学
級
づ
く
り
を
生
か
し
た
「
生

徒
の
自
律
性
を
育
て
る
部
活
動
運
営
の
在
り

方
」
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
今
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
研
究
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　

当
校
で
は
、
目
指
す
部
活
動
の
姿
を
「
部

員
の
縦
横
の
関
係
に
信
頼
と
相
互
扶
助
の
精

神
が
あ
り
、
個
の
成
長
が
集
団
の
成
長
に
結

び
つ
き
、
集
団
の
成
長
が
個
の
成
長
を
促
す

関
係
が
で
き
る
。」「
顧
問
の
力
を
借
り
な
く

て
も
、
生
徒
が
自
治
的
に
練
習
し
て
練
習
効

果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
考
え
ま
す
。

　

各
部
で
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
今
日
の

目
標
を
書
い
て
共
通
理
解
を
し
て
か
ら
練
習

に
取
り
組
ん
だ
り
、
顧
問
、
部
員
同
士
の
部

活
動
ノ
ー
ト
で
関
わ
り
を
深
め
た
り
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
と
お
し
て
生
徒
か
ら
は
、

「
自
分
た
ち
で
計
画
を
立
て
る
こ
と
で
、
よ
り

自
覚
が
深
ま
っ
た
。」「
部
活
動
ノ
ー
ト
な
ど

を
と
お
し
て
、
先
輩
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
う
機
会
が
増
え
、
と
て
も
う
れ
し
く
や
る

湯之谷中学校陸上部
主将　永山　尚

しょう
　さん

気
が
わ
い
て
き
た
。」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、

い
っ
そ
う
部
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
姿

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
実
践
発
表
会
と
し
て
部
活
動
を

公
開
し
、
保
護
者
や
地
域
住
民
と
一
緒
に
な
っ

て
生
徒
の
成
長
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
さ
ら
に
研
究
を
重
ね
、
８
月
２８

日
㈫
に
発
表
会
を
行
い
、
成
果
を
広
く
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

６月に開催された郡市大会を終え、地区大会に
向けて練習にも力が入ります。

湯◆
目
指
す
部
活
動
の
姿

◆
具
体
的
な
取
組
と

　
　

子
ど
も
た
ち
の
変
容

◆
陸
上
部
主
将
・
顧
問
の
声　

湯之谷中陸上部

問　学習指導センター　☎７９４－６０７５

温かい学級づくりを生かした

「生徒の自律性を育てる
　　部活動運営の在り方」

◆
授
業
へ
の
集
中
度
や

　
　
　
意
欲
が
違
い
ま
す

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ン

ド・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

と
は
「
情
報
通
信
技
術
」
の
略

　毎日の取組で、部活動ノートを
活用し、その日行ったメニューや
改善点などを記入しています。
　その振り返りやミーティングで
出た意見を翌日のメニューの参考
にしています。陸上部では、部員
一人ひとりが自律して部活動に取
り組めるようになり、少しずつで
すが、記録会や大会などで、入賞
や自己ベストの更新など、成果と
して現れてきています。友だちの「ナゼナニ？」について、答えよ

うと挙手する子どもたち

変わる教え方。　　育つ学び方。

　
　

近
な
先
輩
の
活
躍
等
で
、「
個
々
の
夢

　
　

や
目
標
」
を
よ
り
具
体
的
に
描
け
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
部
員
や
種
目
の
多

い
陸
上
部
で
、
顧
問
が
一
人
ひ
と
り
と
関
わ

れ
る
時
間
は
わ
ず
か
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

取
組
を
と
お
し
、
３
年
生
中
心
に
手
本
と
な

る
言
動
や
、
学
年
を
越
え
高
め
合
う
姿
、
互

い
を
認
め
合
う
温
か
い
声
が
増
え
ま
し
た
。

支
え
て
く
だ
さ
る
方
々
の
想
い
を
感
じ
な
が

ら
、
夢
に
向
か
っ
て
前
進
し
続
け
る
湯
之
谷

中
陸
上
部
を
目
指
し
ま
す
。

湯之谷中学校陸上部
顧問　松田　景子 先生
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身

　魚沼市では、平成２８年から湯之谷小学校と小出中学校に、タブレットパソコンを
整備し、授業で使用してきました。タブレットやプロジェクタといった ICT 機器を活
用することで、子どもたちの思考力や観察力が育まれることが期待できます。
　現在は市内のすべての小・中学校にタブレットを整備し、授業に活用しています。

ひさし
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問 厚生室　☎７９２・９７６７　

まちの身近な 相 談 役
もっと知ってほしい　民生委員・児童委員

　

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
委
員
で
、

児
童
福
祉
法
の
児
童
委
員
を
兼
ね
、
正
式
に

は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
区
に
児
童
に
関
す
る
こ
と
を
専

門
的
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
が
い
ま
す
。

　

市
内
で
担
当
地
区
を
持
っ
て
活
動
す
る

１
１
３
人
の
委
員
と
、
９
人
の
主
任
児
童
委

員
が
、
高
齢
者
や
子
ど
も
、
く
ら
し
の
中
の

相
談
を
受
け
、
福
祉
関
係
機
関
な
ど
適
切
な

機
関
と
の
橋
渡
し
を
行
い
、
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
見
守
り
、
相
談
、
要
支
援
者
宅
の
訪
問
、

各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
相
談

・
会
議
︙
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
定

例
会
、
研
修
会
な
ど

・
そ
の
他
︙
地
域
事
業
へ
の
参
加
、
紙
お
む

つ
券
の
配
布
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
協
働

事
業
、
保
育
園
・
学
校
行
事
へ
の
参
加

・
延
べ
３
、７
７
７
件

・
主
な
内
容
︙
①
日
常
的
な
支
援
：
１
、２
７

２
件
、
②
在
宅
福
祉
：
４
３
７
件
、
③
子
ど

も
の
地
域
生
活：２
９
３
件
、④
そ
の
他：１
、

０
０
８
件

Ｈ
２９
年
度
相
談
・
支
援
件
数

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

仕
事
内
容
は

今、自分の出来ることから
湯之谷地域担当　橘　恵子

（在任期間／平成２５年１２月１日～現在）

7  市報うおぬま

私
た
ち
が
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
す

　主任児童委員の委嘱を受
け、５年目になります。児童
委員である私たちの顔を子ど
もたちや他の皆さんに知って
もらうこと、信頼していただ
けるように、学校行事等に積
極的に参加することを続けて
います。何か心配事があった
時、学校・家庭・地域のつな
ぎ役として問題解決の糸口を
一緒に考え見つけていける仲
間でありたいと思います。

　私たちの住んでいる魚沼市
は高齢化が年々進んでおり、
一人暮らし高齢者や高齢者世
帯が増え続けています。
　このため、加齢に伴う身体
の衰えや経済的理由などに起
因する心配ごとや悩みごとを
抱えるケースが見受けられま
す。こうした現状から、関係
機関との連携により福祉制度
を活用しながら、地域で平凡
な日常生活の継続ができるよ
う支援する必要があります。

◆相談について◆
　民生委員や児童委員に相談したいが、連絡先がわからない場合は、下記までお問い合わせください。
担当の民生委員から連絡をします。
問魚沼市社会福祉協議会　☎７９２・８１８１　　魚沼市福祉課厚生室　☎７９２・９７６７

「集中豪雨
」に備えて突然やって

くる

はん濫した西又川（堀之内地区）

　
　
　

年
の
７
月
１８
日
、
守
門
地
域
や
入
広

　
　
　

瀬
地
域
に
広
が
っ
た
線
状
降
水
帯
は

徐
々
に
南
下
し
、
午
前
１１
時
頃
か
ら
午
後
３

時
頃
ま
で
堀
之
内
地
域
や
小
出
地
域
の
上
空

に
居
座
り
続
け
ま
し
た
。
次
か
ら
次
へ
と
湧

き
上
が
る
積
乱
雲
は
、
猛
烈
な
雨
を
降
ら

せ
、
市
内
に
数
多
く
災
害
の
爪
痕
を
残
し
ま

し
た
。

　

豊
か
な
山
林
と
豊
富
な
水
資
源
に
囲
ま
れ

る
魚
沼
市
は
、
反
面
、
集
中
豪
雨
等
に
よ
り

災
害
が
発
生
し
や
す
い
地
形
で
も
あ
り
、
幾

度
と
な
く
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
は
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
時
の
た
め
に
、
事
前
に
備
え
て
お
く
べ
き

も
の
は
何
な
の
か
。
今
一
度
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

昨

堤防が決壊した三用川（十日町地区）

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

　

大
き
な
災
害
で
は
、
み
ん
な
が
被
災
者
で

す
。
公
的
機
関
の
救
助
体
制
も
十
分
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、「
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
と
て

も
大
切
で
す
。

　

日
中
に
起
き
た
災
害
の
場
合
、
家
族
が
そ

れ
ぞ
れ
別
の
場
所
で
被
災
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
お
互
い
に
連
絡
が
取
れ
な
く
て

も
、
ど
う
な
っ
た
ら
避
難
す
る
か
？
ど
こ
に

避
難
す
る
か
？
ど
う
や
っ
て
落
ち
合
う
か
？

メ
モ
の
残
し
方
な
ど
、
話
し
合
っ
て
ル
ー
ル

を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
災
害
用
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
の
使
い
方
も
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
大
雨
に
よ
っ
て

河
川
が
は
ん
濫
し
た
場
合
に
浸
水
す
る
範
囲

や
深
さ
を
予
想
し
た
浸
水
情
報
や
、
は
ん
濫

時
の
避
難
場
所
、
水
害
に
対
す
る
知
識
や
心

得
な
ど
、
安
全
な
避
難
に
必
要
と
な
る
情
報

　

台
風
や
大
雨
は
事
前
に
あ
る
程
度
予
測
す

る
こ
と
が
で
き
る
災
害
で
す
。
普
段
か
ら
天

気
予
報
や
防
災
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。異
変
に
早
く
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

異
変
に
気
付
い
た
と
き
は
、
避
難
経
路
の
状

況
を
考
え
て
、
避
難
す
る
の
か
、
そ
の
場
に

留
ま
る
か
、
ど
ち
ら
が
安
全
か
考
え
ま
し
ょ

う
。
避
難
し
た
方
が
安
全
と
思
う
場
合
は
、

早
め
に
避
難
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
確
認

し
ま
し
ょ
う

Check!

３
天
気
予
報
や
警
報
、
注
意
報
を

こ
ま
め
に
確
認
す
る

２
Check!

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
意
識
を
持
つ

１
Check!

家
族
で
ル
ー
ル
を
決
め
て
お
く

４
Check!

問 危機管理室　☎７９２・９２１４

平凡な日常生活の継続を支援
入広瀬地域担当　佐藤　利昭

（在任期間／平成２５年１２月１日～現在）

を
表
示
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
ほ
か
、
最
寄
り
の
市
役
所
各
庁
舎
で

配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

　高齢の人、障害のある人、お子さんへ寄り添い、問題解決の助けとな
る民生委員や児童委員とはどんな仕事なのでしょうか。まちの身近な相
談役として、地域を支える両委員について理解を深めてみましょう。



◆
限
度
額
適
用
認
定
証
と

　
　
　
　
　
　
特
定
疾
病
療
養
受
療
証

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
「
減
額
認
定

証
」
を
お
持
ち
の
人
は
、
保
険
証
と
は
別

に
、
新
し
い
認
定
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
を
お
持
ち
の
人
で
、
継
続

し
て
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
８
月
末

ま
で
に
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
新
し
い
受
療

証
を
保
険
証
と
一
緒
に
郵
送
し
ま
す
。

問　国保年金班　☎７９３－７９７１

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　
　
保
険
料
通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す　

　

今
年
度
の
年
間
保
険
料
額
の
通
知
を

７
月
１３
日
付
け
で
郵
送
し
ま
す
。
７
月

２５
日
を
過
ぎ
て
も
通
知
書
が
お
手
元
に

届
か
な
い
場
合
は
、
国
保
年
金
班
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
通
知
書
に

は
平
成
３０
年
度
の
保
険
料
の
計
算
方
法

等
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。（
所
得
割
率
・

均
等
割
額
は
引
き
上
げ
ら
れ
、
軽
減
判

定
も
変
更
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
限
度

額
は
６２
万
円
に
な
り
ま
す
。
く
わ
し
く

は
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

通
知
書
に
は
必
ず
目
を
通
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

後期高齢者医療制度

ピ
ン
ク
色
に

　
　
　
変
わ
り
ま
す

ハガキ大

国民健康保険

ベージュ色に変わります

カード大

■
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

【
ご
意
見
】「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
か
。

【
回
答
】
平
成
２９
年
度
は
、
全
国

か
ら
約
５
億
円
の
納
税
が
あ
り
、

前
年
度
に
比
べ
約
１
億
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

事
務
委
託
料
等
の
経
費
を
除
き
、

３０
％
が
返
礼
品
の
売
上
げ
と
し
て

市
内
事
業
者
に
支
払
わ
れ
、
４５
％

が
市
の
収
入
と
な
る
た
め
、
全
体

で
７５
％
が
、
魚
沼
市
に
還
元
さ
れ

る
お
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
魚
沼
市
に
繰

り
返
し
来
訪
し
て
く
れ
る
観
光
客

を
増
や
す
た
め
、
体
験
型
の
ツ

ア
ー
等
も
企
画
し
、
そ
れ
を
返
礼

品
に
し
よ
う
と
検
討
を
始
め
た
と

こ
ろ
で
す
。

■
地
域
の
発
信
に
つ
い
て

【
ご
意
見
】
魚
沼
市
は
、
魅
力
の

発
信
が
あ
ま
り
上
手
く
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は

あ
り
ま
す
か
。

【
回
答
】
現
在
、「
素
の
チ
カ
ラ
魚

沼
。」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
掲
げ
て
、着
地
型
の
観
光
を
テ
ー

マ
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、

地
域
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
取
り
組
む
に
あ
た
っ

て
は
、
対
象
と
な
る
素
材
が
ぼ
や

け
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り

と
テ
ー
マ
付
け
し
て
発
信
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 企画政策課  ☎７９２－１４２５市
民
対
話
の
日

開
催
中
！

　市長が市民の皆さまと直接対話しなが
ら、ともに市政を考える「市民対話の日」
を開催しています。たくさんのご意見をい
ただいている中で、湯之谷会場（大湯温泉）
での対話の一部をご紹介します。

皆さまの声を
　市政の力に

適用区分 外来＋入院
（世帯ごと）外来

（個人ごと）

現
役
並
み
所
得
者

住民税課税所得
145 万円以上の方 57,600 円

80,100 円＋
（医療費ー 267,000 円）×１％

＜多数回 44,400 円＞
　　（※２）

一
般

住民税課税所得
145 万円未満の方

（※１）

14,000 円
年間上限
144,000 円

57,600 円
＜多数回 44,400 円＞

　　（※２）

住
民
税
非
課
税
世
帯

Ⅱ 住民税非課税世帯

8,000 円

24,600 円

Ⅰ 住民税非課税世帯
（年金収入 80 万円

以下など）
15,000 円

適用区分 外来＋入院
（世帯ごと）外来

（個人ごと）

Ⅲ 住民税課税所得
　690 万円以上の方

252,600 円
＋（医療費ー 842,000 円）×１％
＜多数回 140,100 円（※２）＞

Ⅱ 住民税課税所得
　380 万円以上の方

167,400 円
＋（医療費ー 558,000 円）×１％

＜多数回 93,000 円（※２）＞

Ⅰ 住民税課税所得
　145 万円以上の方

80,100 円
＋（医療費ー 267,000 円）×１％

＜多数回 44,400 円（※２）＞

住民税課税所得
145 万円未満の方

（※１）

18,000 円
年間上限
144,000 円

57,600 円
＜多数回 44,400 円（※２）＞

Ⅱ 住民税非課税世帯

8,000 円

24,600 円

Ⅰ 住民税非課税世帯
（年金収入 80 万円

以下など）
15,000 円

※
新
た
に
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
申
請
が
必
要
で
す

※１ 世帯収入の合計額が 520 万円未満（１人世帯の場合は 383 万円未満）の場合や「総所得金額等 ‐ 33 万円」の合計額が
　210 万円以下の場合も含みます。
※２ 過去 12 か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。
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◆高額療養費制度とは
　ひと月に支払った医療費が高額になり、決められた上限額を超えた場合に、上限額を超えてお支払いいただい
た分を払い戻す制度です。上限額は、個人もしくは世帯の所得に応じて決まっています。

◆８月からの上限額◆７月までの上限額

　８月1日から保険証の色が変わります。新しい保険証を
７月１７日以降に簡易書留郵便で送付します。８月に入って
も保険証が届かないときは、国保年金班へご連絡ください。
　今年度の保険証の色は、「後期高齢者医療制度はピンク
色」、「国民健康保険はベージュ色」になります。現在の保
険証は、７月３１日で有効期限が終了しますので、８月１
日以降に細かく切って処分してください。

１．保険証の が変わります色

２．８月から「高額療養費」の上限が変わります

◆作文募集

「社会を明るくする運動」
　　　　　　　　　　　強調月間です

　更正保護制度は、罪を償い、再出発し
ようとする人たちの立ち直りを導き助
け、再び犯罪や非行に陥ることを防ぐ仕
組みです。全国約５万人の保護司の尽力
により更正保護制度は成り立っており、
魚沼市では、現在１６名の保護司の皆さ
んが更正保護活動を行っています。
　「社会を明るくする運動」は、すべて
の国民が犯罪や非行の防止と罪を犯した
人たちの更正について理解を深め、それ
ぞれの立場において力を合わせ、犯罪や
非行のない明るい社会を築こうとする法
務省主唱による全国的運動です。

　「犯罪・非行のない地域づくりや犯罪・
非行をした人の立ち直りについて考えたこ
と、感じたこと」などをテーマに作文を募
集します。
対市内小・中学生
他各学校を通じて募集します。

申問小千谷魚沼地区保護司会事務局（市民生活室）
☎７９２・１１１２

～犯罪や非行を防止し、“立ち直り”を支える地域のチカラ～　

70 歳以上の方の

７月は

◆「協力雇用主」登録のお願い
　協力雇用主とは、犯罪や非行をした人な
どを雇用することで立ち直りを支援する事
業者のことです。登録をして対象者を雇用
することにより国の支援制度があります。
ご協力いただける方はご連絡ください。

◎
湯
之
谷
（
西
地
区
）

日
７
月

２４
日
㈫

１９
時
か
ら

場
湯
之
谷
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎
小
出
（
北
部
）

日
９
月

１０
日
㈪

１９
時
か
ら

場
北
部
公
民
館

◎
堀
之
内
（
堀
之
内
）

日
９
月

２５
日
㈫

１９
時
か
ら

場
堀
之
内
公
民
館

◆
今
後
の
予
定
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問　
北
部
振
興
事
務
所　

　
　
☎
７
９
７・２
３
６
０

No.36

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

地
域
を
変
え
る
新
し
い
力

　

健康　うおぬま №
108

きない血液を、一年を通じて安定供給するため皆さんの
ご理解と継続的なご協力をお願いいたします。　病気になったり、事故に遭ったりしたときの治療に

使われる輸血用血液は、人工的につくることができな
いため、すべて善意の献血で得られた血液で賄われて
います。そうした輸血用血液の安定的・継続的な国内
自給を確保するため、７月を「愛の血液助け合い運動」
として、国民一人ひとりに血液事業の理解と協力を呼
びかけています。
　献血者は２０歳代から５０歳未満の若い世代が大半
を占めています。今後は、少子高齢化により血液の需
要が増加する一方で、献血者層の人口が減少し、必要
な血液が不足することが予想されます。長期保存ので

問　健康増進室　☎７９２－９７６３

 市報うおぬま11 市報うおぬま　2016.00.10 　 10

ＵＵ

ス  マ ルイ
商工 地域

の元
気は

　商工業の笑顔から

－ 地場産業の発展に向けてがんばっていますー

№
150

■５月の相談件数
　　　　…１３２件
　・電話　　８０件
　・来庁　　３０件
　・その他　２２件{

問　商工振興室　☎７９２－９７５３
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市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

№
84

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）
８
時

３０
分
～

１７
時

１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

とり
で悩まないで

 

魚
沼
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

⃝

ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
た
電
話
番

　

号
に
絶
対
に
電
話
し
な
い
こ
と

⃝

未
納
料
金
を
請
求
さ
れ
て
も
、
決
し
て
相

　

手
に
連
絡
し
な
い
こ
と

⃝

コ
ン
ビ
ニ
に
行
く
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
も

　

決
し
て
応
じ
な
い
こ
と

⃝

不
安
に
思
っ
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た

　

場
合
に
は
、
す
ぐ
に
魚
沼
市
消
費
生
活
セ

　

ン
タ
ー
（
☎
７
９
２・８
８
４
４
）
ま
た

　

は
警
察
（
☎
７
９
３・０
１
１
０
）
に
ご

　

相
談
く
だ
さ
い
。

　

借
金
や
相
続
・
登
記
な
ど
、
暮
ら
し

の
な
か
で
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
相
談
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

日
７
月
２２
日
㈰
１３
時
３０
分
～
１６
時

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

相
地
元
司
法
書
士

内
一
人
当
た
り
の
相
談
時
間
は
３０
分

￥
無
料

申
７
月
２０
日
㈮
ま
で
に
市
民
相
談
セ
ン

　

タ
ー
へ
要
予
約
（
先
着
５
名
ま
で
）

◆
架
空
請
求
の
相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す

次
回
は
福
山
新
田
地
区
担
当
の
西
村
暁
良
隊
員
で
す

　県内では、２箇所の献血ルームで毎日献血を受け付
ています。また、市内に献血バスが来る日もあります。
　献血バスのくわしい日程は、市ホームページ及び市
報うおぬま（お知らせ版）でご確認ください。

第 22 回機械要素技術展―　献血がつなぐ　命と優しさを　－

写
真
：
須
原
小
学
校
１
４
５
周
年
大
運
動
会

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
魚
沼
に
戻

り
、
２
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
４
月
は
ま
だ

寒
い
日
も
多
か
っ
た
魚
沼
で
す
が
、
こ
の
２

か
月
強
で
の
季
節
の
変
化
は
目
ま
ぐ
る
し

か
っ
た
で
す
。新
緑
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
、

蒸
し
暑
い
初
夏
を
感
じ
る
気
候
に
！ 

以
前

暮
ら
し
て
い
た
頃
は
、
日
々
自
然
の
季
節
の

変
化
に
目
を
や
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
過
ご
し

て
い
た
な
と
思
い
出
し
ま
し
た
。
魚
沼
を
離

れ
て
い
た
せ
い
な
の
か
、
そ
れ
と
も
年
齢
の

せ
い
？
な
の
か
。
魚
沼
の
自
然
の
魅
力
が
心

に
し
み
ま
す
。

  

魅
力
と
い
え
ば
、
や
は
り
皆
さ
ん
の
温
か

さ
！！ 

協
力
隊
の
活
動
と
し
て
、
地
域
の
一
人

と
し
て
、
須
原
地
区
の
行
事
や
活
動
に
参
加

さ
せ
て
頂
く
機
会
が
あ
っ
た
り
、
地
域
を
回
っ

て
い
る
時
な
ど
に
、
な
ん
と
も
温
か
い
空
気

に
ほ
っ
こ
り
す
る
瞬
間
が
度
々
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
感
じ
た
の
は
、
須
原
地
区
の
皆
さ
ん

の
地
域
愛
の
強
さ
。
各
集
落
の
区
長
さ
ん
等

　
　
　
　
武
　
夏
美 

隊
員

（
須
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
地
域
担
当
）

を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
忙
し
い
中
に
も
「
地
域

の
未
来
の
た
め
」
の
活
動
を
色
々
な
場
面
で

さ
れ
て
い
た
り
、
そ
う
い
っ
た
集
ま
り
に
積

極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
皆

さ
ん
楽
し
そ
う

！！ 

そ
の
思
い
や
在
り
方
に
、

刺
激
を
受
け
学
ば
せ
て
頂
く
日
々
で
す
。

  

物
質
的
な
も
の
で
言
え
ば
、
都
会
に
あ
っ
て

田
舎
に
な
い
も
の
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
で
も
、

田
舎
に
あ
っ
て
都
会
に
は
な
い
も
の
も
沢
山

！！ 

特
に
こ
う
い
っ
た
、
人
と
人
の
繋
が
り
は
田

舎
の
︙
。
と
い
う
よ
り
、
こ
の
地
域
だ
か
ら
こ

そ
の
財
産
だ
と
思
い
ま
し
た
。
都
会
か
田
舎

か
、
ど
こ
の
地
域
が
良
い
悪
い
と
か
で
は
な
く

て
、
そ
れ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
様
々
だ
と
思
う
の
で

す
が
、
自
分
は
何
を
大
切
に
生
き
て
い
き
た
い

か
？ 

と
考
え
た
時
、
私
の
大
切
に
し
た
い
も

の
は
こ
こ
に
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。

  

ま
だ
ま
だ
地
域
の
こ
と
、
知
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
こ
の
２

か
月
で
以
前
の
さ
ら
に
何
百
倍
も
魚
沼
が
好

き
に
な
り
ま
し
た
。
協
力
隊
と
し
て
、
地
域

の
一
員
と
し
て
、
大
切
な
も
の
が
沢
山
あ
る

こ
の
場
所
を
未
来
に
繋
げ
て
い
け
る
よ
う
活

動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

◆
く
ら
し
の
相
談
会（
司
法
書
士
相
談
会
）

～心当たりのないハガキや
電子メール・ショートメッ
セージに注意！～

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
架
空
請
求
に
関

す
る
相
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
身

に
覚
え
の
な
い
料
金
を
請
求
す
る
電
子
メ
ー

ル・シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
」「
未

納
料
金
を
支
払
わ
な
い
と
訴
訟
手
続
き
を
開

始
す
る
と
書
か
れ
た
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
」
等

の
相
談
内
容
で
す
。

　

支
払
方
法
も
口
座
へ
の
振
込
だ
け
で
は
な

く
、
直
接
コ
ン
ビ
ニ
に
出
向
か
せ
た
う
え
プ

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
購
入
さ
せ
、
カ
ー
ド
番

号
を
だ
ま
し
取
る
な
ど
様
々
な
方
法
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

７月は

◆長岡市献血ルーム◆新潟市献血ルーム

◆新潟県内献血ルームのご案内

血液の需要（予測）

増

Ｍ -Tech（エムテック）

市内企
業５社が参加

　６月２０日㈬～２２日㈮に、東京ビッグサイトで「機
械要素技術展」が開催されました。今回は県内企業
３１社が出展し、このうち魚沼市から㈱栄工舎、㈱加
藤精工、シンコー㈱、㈱新潟プレシジョン、山田精工
㈱の５社が出展しました。
　本展示会は、材料の加工技術や部品の製造技術など
に関する国内最大規模の展示会で２２回目の開催とな
りました。国内外から２，５８０社が出展し、８万人
を超える方が来場する中、製造業の設計や開発担当者
などによる活発な商談が行われました。
　また、出展企業からは、「来場者が昨年よりも多い」

「自社に対する具体的な技術相談や提案が多く、受注

が期待できる展示会となった」などの感想がありました。
　今回の展示会には、市の産業活性化支援事業補助金（展
示会への出展補助金）を活用した 5 社が出展しましたが、
機械系の展示会のほかにも、食品、医療系など様々な展
示会が県内外で開催されています。
　市では、魚沼市発の
技術や新製品の全国発
信を目指して製品開発
や技術開発に取り組む
企業を応援しています
ので、販路や取引先の
拡大を考えている事業
者はご相談ください。

「愛の血液助け合い
　　　　　　運動月間」です。 

その入金ち
ょっと待っ

た！

佐藤市長が視察し、出展企業を激励

大
切
に
し
た
い

　
　

も
の
が
あ
る
場
所



フォトス
ケ
ッ
チ
う
お
ぬ
ま

　越後ハーブ香園入広瀬でツリークライミング体験会が
開催されました。晴天の中、子どもから大人まで夢中に
なってブナの木に登っていました。木の上は風が心地よ
く、日常生活ではなかなか経験できない清々しさがあり
ました。皆さんも一度体験してみてはいかがでしょうか。

樹上の世界へようこそ
ー ６. ３　ツリークライミング体験会

あ
の
日
の
練
習
は 

今
日
の
た
め

６
月
１
日
～
６
日　

中
学
校
郡
市
大
会

　市内外の各会場で中学校郡市大会が開催され、熱き戦いが繰り広げられました。
　これまでに流した汗や涙の数 が々、随所に光るプレーに現れます。たとえ負けた
としても、勝利という共通の目標に向かって、最後まであきらめない姿に多くの保護
者から大きな声援が送られていました。

　１５０年ほど前に米国で子どもの成長を願い教会で花
を飾ったことが由来の「花の日」。清心保育園では、約
６０年ほど前から、園児が市内の施設を訪れ花束を渡し
ています。小出庁舎を訪れた園児は、想いのこもった寄
せ書きと花束を届け、かわいい讃美歌を披露しました。

かわいい讃美歌  庁舎にひびく
ー ６. ９　清心保育園　花の日訪問

　一日人権擁護委員に委嘱された各中学校の生徒は、
人権擁護委員らと一緒に、登校してくる生徒に人権の
大切さを呼びかけました。爽やかな朝に、笑顔で声を
掛け合う生徒たち。温かな思いやりの気持ちが、市全
体に広がっていけばいいですね。

挨拶から広がる思いやりの気持ち
ー ６. ８～２２　中学生「一日人権擁護委員」啓発活動

　子育ての駅かたっくりで、廃材を利用した木工教室
が開催されました。参加した子どもたちは、普段、手
にする機会のない、電気ドリルなどに苦戦しながらも
一生懸命取り組み、物を完成させる喜びを体感しまし
た。今後も各種イベントを企画しているそうです。

「廃材」からものづくりの喜びを
ー ６. １７　かたっくり木工教室

　第２２回「わたしの尾瀬写真展」が地域振興センター
で開催されました。会場にはフォトコンテスト入賞作品

（５０点）や尾瀬の自然保護に関する資料が多数展示され、
本州最大の高層湿原「尾瀬」の素晴らしさと自然の大切
さや四季折々の一瞬を捉えた作品に感動しました。

魅力あふれる尾瀬のすばらしさを
ー ６. ５～１１　第２２回 NHK「わたしの尾瀬」写真展
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【就任日】平成３０年６月１４日
【任　期】平成３０年６月１４日

　　　　　　～平成３４年６月１３日

魚
沼
市
監
査
委
員

　
　
　

（
代
表
監
査
委
員
）

星ほ

し

の野 

武た

け

お男 

さ
ん

よろしくお願いします

新しい委員を紹介します
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３．申し込み
　7 月 10 日㈫から 7 月 27 日㈮までの間に、申込書を総務管理室（小出庁舎）に提出してください。（郵送の場合、
7 月 27 日㈮消印有効）。要綱等は総務課総務管理室窓口またはホームページからダウンロードして入手できます。

【郵送による送付先】
〒 946-8601　魚沼市小出島 130 番地 1　魚沼市役所総務課総務管理室

試験
区分 職　種 採用予

定人員
受　験　資　格

年齢要件・その他 資格・経験

初
級
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

一般行政
（定住者対象） 若干名

【年齢要件】
平成９年４月２日から平成 13
年４月１日までに生まれた人

【住所等要件】
平成 30 年７月１日現在、魚沼市
内に住民登録があり、採用後も引
続き魚沼市内に居住できる人また
は、遠隔地被保険証を持つ前住
所地が魚沼市内の人

一般行政
（障害者雇用） 若干名

平成元年４月２日以降に生まれ
た人で、高等学校を卒業または
平 成 31 年 ３ 月 31 日 ま で に 卒
業する見込みの人

•採用試験申し込み時に障害者手帳の交付を既に
受けている人
•自力による通勤ができ、かつ、介護者なしに事
務職として職務の遂行が可能な人
•活字印刷文による出題及び口述による面接試験
に対応できる人

消防士 ３人

・採用後、魚沼市内または魚沼市消防本部から
15km 以内に居住できる者

〈身体的条件〉
・視力が矯正視力を含み、両眼で 0.7 以上かつ一
眼でそれぞれ 0.3 以上であること

・色覚が赤色、青色及び黄色の色彩の認識ができ
ること

・聴力が左右とも正常であること
・身体に職務遂行上支障がないこと

◆第２次試験（消防士のみ実施）

　日平成３０年１１月３日㈷㈯
　場湯之谷小学校第２体育館（井口新田１９２番地）
　　※旧井口小学校体育館
　内集団面接、体力実技

２．試験日時及び試験場

◆第１次試験

　日平成３０年９月１６日㈰
　場新潟大学五十嵐キャンパス 人文社会科系棟
　　（新潟市西区五十嵐 2 の町 8050 番地）
　内教養試験、作文試験、適正検査

４．その他
・くわしくは、募集要綱をご確認ください。　
・１０月にＵターン等、移住定住者向け（一般行政、土木技師）試験を予定しています。

※卒業程度とは、卒業（見込み）者ではなく卒業程度の学力を有する人を対象とした試験を実施するという意味です。

問 総務管理室 ☎７９２・９２０３

１．試験区分、職種、受験資格、採用予定人員
平成 31 年 4 月 1 日採用予定の魚沼市職員採用登録試験を、次のとおり実施します。

魚沼市職員採用登録試験（第２回）平成３１年度採用

information

日日時　期期間　場場所　内内容　対対象
資資格　講講師　演演題・出演　相相談員
持持ち物　￥費用　定定員　〆締め切り
Ｈホームページ　他その他　申申し込み
ＭＥメール　問問い合わせ

2018年７月10日号

７.１0魚
沼
市

報

う お
ぬ ま

お知らせ版
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◆最終試験（一般行政（定住者対象・障害者雇用））

　日平成３０年１１月１１日㈰
　場魚沼市役所小出庁舎（小出島１３０番地１）
　内面接試験

◆最終試験（消防士）

　日平成３０年１１月２３日㈷㈮
　場魚沼市役所小出庁舎（小出島１３０番地１）
　内面接試験

く
　
ら
　
し

◆◆
大
型
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
仲
介

日
７
月
１５
日
㈰
１３
時
～
１５
時　

場
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス

内
大
型
不
用
品
（
通
常
大
型
ご
み

処
理
券
を
貼
る
も
の
）
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
仲
介
（
受
入
・
販
売
）

◎
取
扱
品
…
家
具
類
、
ベ
ビ
ー
用

品
、
自
転
車
な
ど
大
型
不
用
品

◎
個
人
で
の
不
用
品
の
搬
入
・
搬

◆◆
枝
折
峠
山
頂
駐
車
場
の
利
用
に

つ
い
て（
８
月
４
日
㈯・５
日
㈰
）

  

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
Ｉ
Ｎ
う
お
ぬ
ま

開
催
に
伴
い
、
８
月
４
日
㈯
０
時

か
ら
５
日
㈰
大
会
終
了
ま
で
一
般

の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

問
観
光
振
興
室

☎
７
９
２・９
７
５
４

制
度
・
手
続
き

◆◆
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ

る
各
種
改
修
工
事

  

平
成
３２
年
３
月
３１
日
ま
で
の
間

に
行
っ
た
住
宅
改
修
工
事
に
つ
い

て
、
申
告
に
よ
り
固
定
資
産
税
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

◎
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

対
①
新
築
か
ら
１０
年
以
上
経
過
し

た
住
宅
で
改
修
後
の
床
面
積
が
５０
㎡

以
上
２
８
０
㎡
以
下
で
あ
る
こ
と

②
次
の
い
ず
れ
か
の
人
が
居
住
す

る
住
宅
で
あ
る
こ
と

・（
ア
）
６５
歳
以
上
の
人
、（
イ
）
要

介
護
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
る
人
、（
ウ
）
障
害
の
あ
る
人

③
廊
下
の
拡
幅
、
階
段
の
勾
配
の

緩
和
、
浴
室
・
ト
イ
レ
の
改
良
、

手
す
り
の
取
り
付
け
、
床
の
段
差

の
解
消
、引
き
戸
へ
の
取
り
替
え
、

床
表
面
の
滑
り
止
め
化

④
補
助
金
等
を
除
く
工
事
費
が

◆◆
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全 

対
策
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う

  

６
月
１８
日
㈪
に
発
生
し
た
大
阪

府
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
で

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
が
倒
れ
２
人

が
亡
く
な
ら
れ
る
重
大
な
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

倒
壊
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に
お

い
て
は
、
鉄
筋
の
配
置
が
不
十
分

で
施
工
不
良
が
あ
る
等
の
指
摘
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
築
基
準
法

に
従
っ
た
設
置
が
さ
れ
て
い
な
い

場
合
や
古
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
は

倒
壊
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

簡
易
に
で
き
る
点
検
表
等（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
を
活
用
す
る

な
ど
し
て
自
己
点
検
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

他
点
検
方
法
等
で
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
魚
沼
市
建
築
士
会

☎
７
９
４・２
３
３
６

南
魚
沼
地
域
振
興
局
建
築
課

☎
０
２
５・７
７
２・３
９
５
８

都
市
整
備
室

☎
７
９
９・３
１
３
４

５０
万
円
以
上

内
工
事
完
了
の
翌
年
度
分
の
固
定

資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額
。
上

限
１
戸
あ
た
り
１
０
０
㎡
相
当
分
。

持
申
告
書
、
工
事
の
明
細
書
・
領

収
書
の
写
し
、
改
修
前
後
の
写
真

◎
省
エ
ネ
改
修
工
事

対
①
平
成
２０
年
１
月
１
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
で
改
修
後
の
床

面
積
が
５０
㎡
以
上
２
８
０
㎡
以
下

で
あ
る
こ
と

②
窓
の
断
熱
改
修
工
事
、
窓
の
断

熱
改
修
工
事
と
合
わ
せ
て
行
う
天

井
、
壁
、
床
等
の
断
熱
改
修
工
事

③
補
助
金
等
を
除
く
工
事
費
が

５０
万
円
以
上

内
工
事
完
了
の
翌
年
度
分
の
固
定

資
産
税
の
３
分
の
１
（
認
定
長
期

優
良
住
宅
の
場
合
は
、
３
分
の

２
）
を
減
額
。
上
限
１
戸
あ
た
り

１
２
０
㎡
相
当
分

持
申
告
書
、増
改
築
等
工
事
証
明
書
、

工
事
の
明
細
書
・
領
収
書
の
写
し
、

改
修
前
後
の
写
真
、
長
期
優
良
住
宅

の
場
合
は
認
定
通
知
書
の
写
し

◎
耐
震
改
修
工
事

対
①
昭
和
５７
年
１
月
１
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅

②
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
こ
と

③
工
事
費
が
５０
万
円
以
上

内
工
事
完
了
の
翌
年
度
分
の
固
定

資
産
税
の
２
分
の
１
（
認
定
長
期

優
良
住
宅
の
場
合
は
、
３
分
の

２
）
を
減
額
。
上
限
１
戸
あ
た
り

１
２
０
㎡
相
当
分

持
申
告
書
、増
改
築
等
工
事
証
明
書
、

工
事
の
明
細
書
・
領
収
書
の
写
し
、

改
修
前
後
の
写
真
、
長
期
優
良
住
宅

の
場
合
は
認
定
通
知
書
の
写
し

他
申
告
書
等
は
税
務
室
及
び
各
市

民
セ
ン
タ
ー
、
北
部
振
興
事
務
所

に
あ
り
ま
す
。

〆
工
事
完
了
後
３
か
月
以
内

申
税
務
室

☎
７
９
２・９
７
５
１

５月分ごみ量
問廃棄物対策室☎７９２・３０５５

種別 H30 H29 増減 （１トン未満四捨五入）
・燃やせるごみが前年
と比べて 19 トンと大
きく減っている一方で
大型ごみが自家搬入な
どにより増えています。
今後も、ごみの分別と
減量にご協力をお願い
します。

可燃ごみ 1,038 1,057 -19
不燃ごみ 55 57 -2
大型ごみ 78 69 9
容器包装 13 15 -2

古紙類 84 93 -9
合　計 1,268 1,291 -23

（単位：トン）

出
︙
１３
時
～
１５
時　

他
買
い
取
り
に
な
ら
な
い
場
合
は
、

後
日
、お
引
き
取
り
い
た
だ
き
ま
す
。

問
魚
沼
市
消
費
者
協
会
事
務
局

☎
７
９
２・８
８
４
４
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たばこの依存症はストレスの原因になります。ストレス解消をたばこ以外の方法で考えてみませんか。

募
　
　
　
集

◆◆
魚
沼
市
墓
園
募
集

　

斎
場
（
池
平
３
９
６
番
地
１
）

◆◆
市
役
所
既
存
庁
舎
利
活
用

に
関
す
る
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
型
市
場
調
査

　

新
庁
舎
へ
の
行
政
機
能
移
転
後

の
既
存
庁
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

民
間
事
業
者
と
対
話
し
な
が
ら
管

理
運
営
方
法
や
利
活
用
案
等
を
ま

と
め
る
た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

日
８
月
２８
日
㈫
～
３１
日
㈮
の
間
で
１

時
間
程
度
（
申
し
込
み
後
、
個
別
に

調
整
）

対
既
存
庁
舎
（
広
神
、
入
広
瀬
）

の
土
地
ま
た
は
建
物
の
利
活
用
等

の
提
案
事
業
の
実
施
主
体
と
な
る

意
向
が
あ
り
、
か
つ
企
画
、
設
計
、

資
金
調
達
、
施
工
、
管
理
運
営
な

ど
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
民
間
事

業
者（
法
人・個
人
は
問
い
ま
せ
ん
）

〆
８
月
１７
日
㈮

申
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
及
び
事
前

ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
企
画
政
策
室

☎
７
９
２・１
４
２
５

隣
接
地
に
整
備
し
た
「
個
別
墓
」、

「
共
同
墓
」、「
小
動
物
墓
」
の
募

集
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
個
別
墓

￥
４
㎡
型
１
０
４
、０
０
０
円
、

６
㎡
型
１
５
６
、０
０
０
円

※
管
理
料
が
年
５
０
０
円
必
要
で
す

◎
共
同
墓

￥
骨
壺
１
口
１
０
０
、０
０
０
円

※
骨
壺
（
陶
器
等
腐
食
し
な
い
も

の
で
径
２６
㎝
以
下
の
も
の
）

・
使
用
場
所
は
市
で
指
定
し
、
納

骨
後
に
区
画
を
移
動
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・墓
碑
に
記
銘
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
個
別
墓
・
共
同
墓
共
通

対
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た

は
祖
先
を
有
す
る
人
な
ど

他
予
定
数
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
環
境
対
策
室
に
あ

る
案
内
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
環
境
対
策
室

☎
７
９
２・９
７
６
６

◎
小
動
物
墓

￥
骨
壺
使
用
１
口
、
骨
壺
な
し
、

と
も
に
１
体
１
０
、０
０
０
円

※
市
外
の
人
は
２
０
、０
０
０
円

（
焼
骨
に
限
り
ま
す
）

・
納
骨
時
間
︙
１０
時
、
１３
時
、
１５
時

※
骨
壺
（
陶
器
等
腐
食
し
な
い
も

の
で
径
２３
㎝
以
下
の
も
の
）

・
使
用
場
所
は
市
で
指
定
し
、
納

骨
後
に
区
画
を
移
動
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・墓
碑
に
記
銘
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
斎
場
指
定
管
理
者
魚
沼
市
火
葬

予
約
セ
ン
タ
ー（
８
時
３０
分
～
１７
時
）

☎
７
９
３・１
０
５
９

催
　
　
　
し

◆◆
第
１
回
魚
沼
市
総
合
教
育

会
議

　
教
育
行
政
の
協
議
及
び
調
整
の

た
め
会
議
を
開
催
し
ま
す
。
会
議

は
公
開
で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
７
月
１２
日
㈭
１５
時
か
ら

場
市
役
所
小
出
庁
舎

対
ど
な
た
で
も

問
総
務
管
理
室

☎
７
９
２・１
４
９
４

◆◆
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ
中
越　

Ｉ
Ｎ
長
岡

日
７
月
２９
日
㈰
１０
時
～
１４
時

場
ア
オ
ー
レ
長
岡
ナ
カ
ド
マ

内
手
作
り
小
物
や
地
域
特
産
品
の
チ
ャ

◆◆
小
出
ま
つ
り

申
観
光
振
興
室

☎
７
９
２・９
７
５
４

◎
演
芸
大
会
出
場
者
募
集

日
８
月
２５
日
㈯
１５
時
～
１７
時

場
清
水
川
辺
神
社
境
内
特
設
ス
テ
ー
ジ

内
演
奏
等
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

定
５
組
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

他
楽
器
用
ア
ン
プ
等
は
用
意
し
ま
せ
ん

〆
７
月
３０
日
㈪

◎
芸
能
発
表
会
出
場
者
募
集

日
８
月
２７
日
㈪
１８
時
３０
分
～
２０
時

申
小
出
ま
つ
り
協
賛
会

☎
７
９
２・２
１
２
４

◎
民
謡
流
し
参
加
団
体
募
集

日
８
月
２７
日
㈪
１９
時
１５
分
～
２０
時
１５
分

場
小
出
本
町
・
上
町
通
り

内
小
出
ま
つ
り
の
最
後
を
飾
る
民
謡
流

し
の
参
加
団
体
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

〆
７
月
３０
日
㈪　

◎
打
ち
上
げ
花
火
募
集

日
８
月
２６
日
㈰
１９
時
３０
分
～
２１
時

内
お
子
さ
ん
、お
孫
さ
ん
の
誕
生
、

結
婚
、
長
寿
の
お
祝
い
等
、
記
念

に
花
火
を
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

￥
５
号
玉
１
１
、７
０
０
円
（
単

発
不
可
）、
７
号
玉
２
４
、５
０
０

円
、
尺
玉
５
２
、０
０
０
円
、
ス

タ
ー
マ
イ
ン
１
０
０
、０
０
０
円

以
上
（
相
談
可
）

〆
７
月
３０
日
㈪

他
小
出
地
区
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

は
、「
市
民
花
火
」
協
賛
金
を
お

願
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

リ
テ
ィ
ー
即
売
会
、
活
動
紹
介
ほ
か

問
魚
沼
市
消
費
者
協
会
事
務
局

☎
７
９
２・８
８
４
４

◆◆
星
空
と
天
体
観
察

日
８
月
５
日
㈰
１９
時
３０
分
か
ら

場
自
然
科
学
館
星
の
家

内
夏
の
星
座
観
察

対
５
歳
以
上

定
先
着
２０
人

￥
未
就
学
児
７０
円
、
小
中
学
生

１
０
０
円
、
高
校
生
以
上
２
０
０
円

他
雨
天
の
場
合
、
室
内
で
学
習

申
北
部
振
興
事
務
所

☎
７
９
７・２
３
１
１

場
清
水
川
辺
神
社
境
内
特
設
ス
テ
ー
ジ

内
唄
、
踊
り
、
演
芸
、
演
奏
な
ど

定
８
組
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

〆
７
月
３０
日
㈪

健
康
・
福
祉

生
涯
学
習
・
公
民
館

問
小
出
郷
図
書
館

☎
７
９
２・０
３
３
７

◆❶
７
月
は
食
肉
衛
生
強
調　

月
間
で
す

　

７
月
か
ら
９
月
は
Ｏ
１
５
７
に

よ
る
食
中
毒
が
多
発
し
ま
す
。
次

の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
手
洗
い
を
し
っ
か
り
と
す
る
。

（
タ
オ
ル
の
共
有
は
し
な
い
）
②

肉
類
は
７５
度
以
上
で
１
分
間
は
十

分
加
熱
処
理
を
す
る
。
③
冷
や
し

て
食
べ
る
食
品
は
１０
度
以
下
で
保

存
す
る
。
④
早
く
食
べ
き
る
。

※
Ｏ
１
５
７
は
室
温
に
１５
～
２０
分

放
置
で
２
倍
に
増
え
ま
す

問
健
康
増
進
室

☎
７
９
２・９
７
６
３

◆❶
本
の
森
の
読
書
会

日
７
月
１８
日
㈬
１０
時
～
１１
時
３０
分

場
小
出
郷
図
書
館

内
図
書
館
で
借
り
た
本
で
、「
誰
か

に
お
す
す
め
し
た
い
」
と
い
う
本

を
紹
介
し
た
り
語
り
合
う
会
で
す
。

対
女
性
持
筆
記
用
具
、
お
す
す
め
の
本

◆❷
乳
幼
児
向
け
「
だ
っ
こ
で

お
は
な
し
」

日
７
月
２１
日
㈯
１０
時
３０
分
か
ら

場
広
神
図
書
館

内
絵
本｢

だ
れ
か
し
ら｣

、
紙
芝

居｢

お
お
き
く
お
お
き
く
お
お
き

く
な
あ
れ｣

、
大
型
絵
本
「
ぴ
ょ

～
ん
」
な
ど

日
７
月
２７
日
㈮
１０
時
３０
分
か
ら

場
小
出
郷
図
書
館

内
絵
本｢

い
ろ
が
み
び
り
び
り｣

｢

ぺ
ん
ぎ
ん
た
い
そ
う｣

、
紙
芝
居

｢

く
だ
も
の
さ
ん｣

な
ど

持
読
書
ノ
ー
ト

◆◆
赤
ち
ゃ
ん
に
は
じ
め
て
の
絵

本
を
７
月
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

◎
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

日
７
月
１８
日
㈬
１３
時
～
１４
時
３０
分

◎
広
神
図
書
館

日
７
月
２８
日
㈯
１０
時
～
１１
時
３０
分

内
読
み
聞
か
せ
の
方
法
な
ど
を
お

話
し
し
ま
す
。（
絵
本
２
冊
プ
レ

ゼ
ン
ト
）
１
組
１０
分
程
度
で
す
。

ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
日
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

対
平
成
２９
年
９
月
生
ま
れ
の
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者

持
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
引
換
書

◆◆
成
人
（
妊
婦
含
む
）
及
び

後
期
高
齢
者
の
歯
科
健
診

◎
成
人
歯
科
健
診

対
①
平
成
３０
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
３１
年
４
月
１
日
の
間
に
２１
・
３１
・

４１
・
５１
・
６１
・
７１
歳
に
な
る
人

②
平
成
３０
年
４
月
１
日
以
降
に
妊

娠
届
を
提
出
し
た
人

問
健
康
増
進
室

☎
７
９
２・９
７
６
３

◎
後
期
高
齢
者
歯
科
健
診

職
員
等
の
募
集

◆◆
企
画
政
策
課
臨
時
職
員
募
集

・
募
集
定
員
︙
１
人

・
応
募
資
格
︙
平
成
３０
年
４
月
１

日
現
在
６５
歳
未
満
で
、
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
が
使
え
る
人

・
職
務
内
容
︙
統
計
調
査
事
務
補

助
（
調
査
書
類
の
記
入
漏
れ
の
検

査
、不
備
の
補
完
、整
理
梱
包
等
）

・
任
用
期
間
︙
１０
月
１
日
㈪
～
１１

月
３０
日
㈮

・
勤
務
地
︙
市
役
所
小
出
庁
舎

・
勤
務
時
間
︙
８
時
３０
分
～
１７
時

１５
分
（
休
憩
１
時
間
）

・
賃
金
︙
日
額
７
、２
９
０
円

・休
日
︙
土
、日
、祝
祭
日
（
原
則
）

・
社
会
保
険
等
︙
社
会
保
険
、
雇

用
保
険
加
入

・
選
考
方
法
︙
書
類
選
考
、
面
接

〆
８
月
３１
日
㈮

申
所
定
の
申
込
書
に
市
販
の
履
歴

書
を
添
え
て
提
出
く
だ
さ
い
。
後

日
、
面
接
日
時
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
申
込
書
は
企
画
政
策
室
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
企
画
政
策
室

☎
７
９
２・１
４
２
５

子

ど

も

◆◆
親
子
ヨ
ガ
教
室

日
８
月
３
日
㈮
９
時
４５
分
～
１０
時
４５
分

場
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

内
親
子
で
で
き
る
ヨ
ガ
が
、
体
験

で
き
ま
す
。

講
富
所
さ
ゆ
り
さ
ん

対
生
後
４
か
月
～
３
歳
ま
で
の
お

子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

定
２０
組
持
着
替
え
や
飲
み
物
な
ど

〆
８
月
２
日
㈭

申
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

☎
７
９
２・６
３
５
６

対
平
成
３０
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

３１
年
４
月
１
日
の
間
に
７６
・
８０
歳

に
な
る
人

問
地
域
医
療
対
策
室

☎
７
９
３・７
９
７
１

◎
共
通
事
項

￥
無
料
期
２
月
２８
日
㈭
ま
で
（
妊

婦
は
通
年
）

・
受
診
方
法
︙
事
前
に
予
約
が
必

要
で
す
。
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い

る
歯
科
医
療
機
関
へ
直
接
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

他
対
象
者
へ
個
別
に
受
診
券
を
お

送
り
し
ま
す
。

◆❷
ダ
ニ
に
よ
る
感
染
症
に　

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

野
外
で
活
動
す
る
際
は
次
の
点

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る
。　

②
草
や
地
面
に
直
接
座
ら
な
い
。

③
虫
除
け
ス
プ
レ
ー
を
使
う
。　

④
帰
宅
後
は
す
ぐ
に
入
浴
し
、
ダ
ニ

に
か
ま
れ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

⑤
か
ま
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
ら
、

自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
に
皮
膚
科
を

受
診
す
る
。

問
小
出
郷
図
書
館

☎
７
９
２・０
３
３
７

広
神
図
書
館

☎
７
９
９・３
２
２
７
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◆◆
夏
休
み
広
神
コ
ミ
セ
ン
へ
Ｇ
Ｏ

◎
楽
し
く
学
ぼ
う

日
８
月
６
日
㈪
～
９
日
㈭
１０
時
～

１２
時
、
１０
日
㈮
１０
時
～
１１
時
、
１３

時
３０
分
～
１４
時
３０
分　

場
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
①
６
日
㈪
︙
「
学
習
」（
学
習

補
助
の
人
が
い
ま
す
）
②
７
日
㈫

︙
「
工
作
と
読
み
聞
か
せ
」
工
作
で

魚
を
作
り
、
つ
り
大
会
③
８
日
㈬

︙
「
遊
ぼ
う
」
水
鉄
砲
対
決
、
ネ

イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
マ
シ
ュ
マ
ロ

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
（
戸
隠
渓
流
歴
史

公
園
現
地
集
合
）④
９
日
㈭
︙
「
空

気
砲
を
作
ろ
う
」⑤
１０
日
㈮
︙「
映

画
を
み
よ
う
」
短
編
映
画
（
せ
な

け
い
こ
お
ば
け
ビ
デ
オ
、
リ
ト
ル

バ
ン
パ
イ
ア
プ
チ
バ
ン
ピ
他
）

講
①
大
島
久
美
子
さ
ん（
塾
講
師
）

②
と
ん
と
ん
お
話
の
部
屋
③
中
山

元
気
さ
ん（
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
）

④
衛
藤
俊
彦
さ
ん
（
長
岡
工
業
高

等
専
門
学
校
准
教
授
）

対
小
学
生
￥
無
料

定
先
着
１５
人（
映
写
会
は
各
回
３０
人
）

他
お
子
さ
ん
の
み
の
参
加
可

※
空
気
砲
は
３
年
生
以
下
の
人
は

保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す

〆
７
月
３１
日
㈫
（
各
回
そ
れ
ぞ
れ

◆❷
夏
休
み
デ
イ
キ
ャ
ン
プ　

～
夏
の
涼
～

日
８
月
５
日
㈰
８
時
～
１６
時

※
集
合
・
解
散
︙
湯
之
谷
公
民
館

場
銀
山
平
キ
ャ
ン
プ
場
、
中
荒
沢

万
年
雪
遊
歩
道

内
野
外
炊
飯
、魚
の
つ
か
み
取
り
、

ス
イ
カ
割
り

講
銀
山
平
キ
ャ
ン
プ
場
ス
タ
ッ
フ

対
約
２０
名（
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

申
広
神
公
民
館・広
神
図
書
館（
平

日
９
時
～
１６
時
）

☎
７
９
９・３
２
２
７

◆❶
湯
之
谷
公
民
館
・
う
お
ぬ
ま

市
民
大
学
連
携
講
座
～
尾
瀬

縦
走
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
～

日
７
月
２１
日
㈯
～
２２
日
㈰

※
集
合
・
解
散
︙
２１
日
㈯
６
時
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
、
翌
日

１９
時
１０
分
解
散

※
予
備
日
：
８
月
１８
日
㈯
～
１９
日
㈰

場
１
日
目
︙
尾
瀬
沼
、
尾
瀬
ヶ
原
、

東
電
小
屋
（
泊
）・
２
日
目
︙
三
条

ノ
滝
、
尾
瀬
ヶ
原
縦
走
、
鳩
待
峠

内
尾
瀬
を
学
ぼ
う
。
環
境
学
習
ガ

イ
ド
が
同
行
し
ま
す
。

講
貝
瀬
正
俊
さ
ん
、
星
野
勝
明
さ

ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
魚
沼
自
然
大
学
・
環

境
学
習
ガ
イ
ド
）

対
小
学
４
年
生
以
上
定
先
着
２０
人

￥
１
７
、０
０
０
円
、
小
学
生
１

５
、５
０
０
円

※
参
加
人
数
に
よ
り
変
更

持
山
を
歩
け
る
服
装
（
薄
手
の
長

袖
）、
帽
子
、
手
袋
、
登
山
靴
ま
た

は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
、雨
具
、

昼
食
、飲
み
物
５
０
０
ｍℓ
２
本
程
度
、

予
備
食
、
長
袖
シ
ャ
ツ
、
着
替
え
、

常
備
薬
、
筆
記
用
具
な
ど

〆
定
員
に
な
り
次
第

他
健
脚
者
向
け
（
登
山
要
素
を
含

む
）、
元
気
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

申
魚
沼
市
観
光
協
会
（
旅
客
業
務
委

託
先
）
受
付
時
間
８
時
４５
分
～
１８
時

☎
７
９
２・７
３
０
０

◆◆
宮
柊
二
講
座
・
講
演
会

日
７
月
２２
日
㈰
１３
時
か
ら

場
宮
柊
二
記
念
館

演
「
小し
ょ
う
こ
ん
し
ゅ

紺
珠
」
を
め
ぐ
っ
て

講
岡
崎
康
行
さ
ん
￥
無
料

対
ど
な
た
で
も

問
宮
柊
二
記
念
館

☎
７
９
４・３
８
０
０

￥
大
人
１
、５
０
０
円　

子
ど
も　
　

（
小
学
生
以
下
）
１
、４
０
０
円

持
着
替
え
、
タ
オ
ル
、
水
着
、
濡

れ
て
も
良
い
靴
、
軍
手
、
帽
子
、

運
動
靴
、
お
米
１
合
、
飲
み
物

〆
７
月
２７
日
㈮

◆◆
伊
米
ヶ
崎
公
民
館
料
理
教
室

～
ち
ま
き
作
り
～

日
７
月
２５
日
㈬
１０
時
～
１３
時

場
伊
米
ケ
崎
公
民
館

内
ち
ま
き
作
り

講
湯
之
谷
茶
々
の
会

対
ど
な
た
で
も
定
１０
人
程
度

￥
１
、０
０
０
円

〆
７
月
２０
日
㈮

申
伊
米
ケ
崎
公
民
館

☎
７
９
２・０
０
８
２

◆❶
堀
之
内
公
民
館
講
座　
　

～
お
も
し
ろ
実
験
室
～

日
７
月
３１
日
㈫
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

場
堀
之
内
公
民
館

内
「
マ
イ
ナ
ス
１
９
６
度
の
世
界

で
物
は
ど
う
な
る
か
」「
紙
皿
で
フ

リ
ス
ビ
ー
や
飛
行
機
を
作
ろ
う
」

◆❸
苔
玉
作
り
教
室

日
９
月
１９
日
㈬
１３
時
～
１４
時
３０
分

場
堀
之
内
公
民
館

講
桜
井
昭
二
さ
ん（
た
ん
ぽ
ぽ
は
う
す
）

対
ど
な
た
で
も

定
２０
人
￥
１
、１
０
０
円

※
申
し
込
み
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い

〆
８
月
１０
日
㈮

他
汚
れ
て
も
良
い
服
装

問
堀
之
内
公
民
館

☎
７
９
４・６
０
２
６

◆❷
堀
之
内
公
民
館
講
座
～
木
で

動
物
の
置
物
を
作
ろ
う
～

日
８
月
４
日
㈯
９
時
３０
分
～
１２
時
３０
分

場
堀
之
内
公
民
館

内
親
子
で
電
動
糸
鋸
を
使
い
、
木
を

切
り
取
り
、動
物
の
置
物
を
作
り
ま
す
。

講
山
本
壽
男
さ
ん
（
家
具
工
房
や
ま
）

対
小
学
生
親
子
（
祖
父
母
可
）

定
先
着
６
組

￥
２
０
０
円
（
一
組
）

持
作
り
た
い
動
物
の
イ
ラ
ス
ト
や

写
真
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

〆
７
月
２０
日
㈮

講
八
重
沢
央
さ
ん
（
理
科
セ
ン
タ

ー
指
導
主
事
）

対
小
学
生
（
保
護
者
同
伴
可
）

定
３０
人
￥
５０
円

持
は
さ
み
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

〆
７
月
１８
日
㈬

問
湯
之
谷
公
民
館

☎
７
９
２・０
５
３
０

ミ 

ニ 

情 

報

◆◆「
滝
澤　
治
」
絵
画
展

日
７
月
の
土
日
と
７
月
１６
日
㈷
㈪

１０
時
～
１７
時

場
ギ
ャ
ラ
リ
ー
月
ウ
サ
ギ
（
真
砂

屋
米
店
倉
庫
２
階
）

内
白
象
会
会
員
、
滝
澤
治
さ
ん
の

絵
画
を
約
２０
点
展
示
し
ま
す
。

￥
入
場
無
料

問
ギ
ャ
ラ
リ
ー
月
う
さ
ぎ
・
関
根

☎
０
８
０・６
８
０
４・３
１
８
０

◆◆
ゴ
ス
ペ
ル
ラ
イ
ブ
、ツ
リ
ー

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
会

◎
ゴ
ス
ペ
ル
ラ
イ
ブ

日
７
月
１５
日
㈰
１３
時
か
ら

場
越
後
ハ
ー
ブ
香
園
入
広
瀬

内
ゴ
ス
ペ
ル
ユ
ニ
ッ
ト「
温
野
菜
」

￥
無
料

◎
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
会

日
７
月
１５
日
㈰
①
１０
時
４５
分
②
１３

時
③
１４
時
１５
分
対
小
学
生
以
上

定
各
回
１０
人（
最
低
催
行
人
数
６
人
）

￥
１
、５
０
０
円
持
レ
イ
ン
ウ
ェ
ア

（
雨
天
時
）、
帽
子
、
長
袖
、
長
ズ

ボ
ン
、
タ
オ
ル
、
水
分
等

〆
７
月
１２
日
㈭
１６
時

申
越
後
ハ
ー
ブ
香
園
入
広
瀬

☎
７
９
６・２
１
２
０

Ｍinfo@
echigoherb.jp

◆◆
や
い
ろ
の
里
・
な
な
い
ろ

夏
ま
つ
り

日
７
月
２１
日
㈯
１０
時
３０
分
～
１４
時

場
や
い
ろ
の
里
・
な
な
い
ろ

内
余
興
、
な
な
い
ろ
食
堂
の
営
業
、

焼
き
菓
子
販
売
等

問
や
い
ろ
の
里
・
な
な
い
ろ

☎
７
９
２・６
１
２
３

◆◆
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

内
賃
金
や
労
働
時
間
等
の
動
向
を

調
べ
る
国
の
調
査
で
す
。

期
７
月
下
旬
か
ら
８
月
下
旬

対
市
内
一
部
地
域
の
７
月
末
現
在

で
常
用
労
働
者
を
１
～
４
人
雇
用

す
る
事
業
所

問
新
潟
県
統
計
課
生
活
統
計
班

☎
０
２
５・２
８
０・５
１
１
８

◆❶
出
張
ふ
く
し
の
何
で
も
相
談
所

日
７
月
２０
日
㈮
・
２７
日
㈮
９
時
～
１２
時

◆❷
ひ
き
こ
も
り
座
談
会

日
７
月
２５
日
㈬
１３
時
３０
分
～
１６
時

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

対
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
で
お
悩

み
の
人

￥
無
料
申
不
要

問
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
７
９
２・８
１
８
１

◆◆
夏
の
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

日
８
月
１１
日
㈷
㈯
９
時
～
１２
時

※
小
雨
決
行
（
荒
天
時
は
中
止
）

場
小
出
ス
キ
ー
場

内
里
山
（
駒
見
山
周
辺
）
の
自
然

観
察
を
含
め
た
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。

講
自
然
観
察
指
導
員
定
先
着
３０
人

対
ど
な
た
で
も
（
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

￥
５
０
０
円
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
会
員
は
３　

０
０
円
）

持
動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル
、　　

雨
具
、
飲
み
物
、
行
動
食
等

〆
８
月
３
日
㈮

他
元
気
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

申
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
小
出
ま
た
は
小

出
北
部
公
民
館

・
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
小
出

☎
７
９
２・５
３
２
０

・小
出
北
部
公
民
館（
平
日
９
時
～
１６
時
）

☎
７
９
２・５
３
３
６

各
種
相
談
等

◆◆
ひ
き
こ
も
り
対
策
支
援　

事
業
「
家
族
教
室
」

日
７
月
２７
日
㈮
、
８
月
１０
日
㈮
・

３１
日
㈮
、
９
月
１９
日
㈬
、
１０
月
５

◆◆
新
潟
県
少
年
の
主
張
大
会

～
わ
た
し
の
主
張
～
魚
沼

地
区
大
会

日
８
月
２２
日
㈬
１３
時
か
ら

内
中
学
生
が
日
ご
ろ
考
え
て
い
る

こ
と
や
将
来
の
夢
、
社
会
に
対
す

る
意
見
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。
地

区
予
選
と
し
て
開
催
さ
れ
、
市
内

各
校
で
選
出
さ
れ
た
代
表
者
が
発

表
し
ま
す
。

場
小
出
郷
文
化
会
館

￥
無
料

日
㈮
・
２６
日
㈮
①
１３
時
３０
分
～
１６

時
、
②
１８
時
３０
分
～
２０
時
３０
分

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
学
習
、

語
り
合
い
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
な
ど

対
ひ
き
こ
も
り
者
の
家
族
（
１
回
の

み
参
加
も
可
）
￥
無
料

〆
７
月
２５
日
㈬
︙
〆
切
後
も
相
談
可

申
学
校
教
育
課

☎
７
９
４・６
０
７
２

対
ど
な
た
で
も

申
不
要

◎
手
話
通
訳
の
ご
案
内

　

手
話
通
訳
を
希
望
さ
れ
る
人
は

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

〆
７
月
３１
日
㈫

問
魚
沼
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

☎
７
９
２・１
１
４
５

Ｍngt111520@
pref.niigata.lg.jp

◆❶
第

１１
回
子
ど
も
芸
能
祭
参

加
者
募
集

日
１１
月
１１
日
㈰

場
小
出
郷
文
化
会
館

内
市
内
の
子
ど
も
た
ち
の
芸
能
発
表

に
参
加
で
き
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

対
小
、
中
、
高
年
生

〆
７
月
２４
日
㈫

問
小
出
郷
文
化
会
館

☎
７
９
２・８
８
１
１

◆❷
お
楽
し
み
企
画　
　
　
　
　

～
夏
の
か
ま
く
ら
フ
ェ
ス
～

日
８
月
５
日
㈰
１２
時
～
１７
時

場
小
出
郷
文
化
会
館

内
地
元
で
活
躍
す
る
団
体
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
美
味
し
い
お
料
理

や
お
酒
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す

￥
５
０
０
円
（
食
事
代
別
途
）

他
出
演
し
て
み
た
い
と
い
う
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

場
湯
之
谷
庁
舎

内
多
重
債
務
や
家
計
の
や
り
く

り
、
仕
事
探
し
、
ひ
き
こ
も
り
等

相
社
協
職
員
￥
無
料
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乳幼児健診
種 類 対象生年月日 期 日 受 付 会 場

４か月児 H30 年 4 月 30 日㈭

13:00
～

13:15

子育て支援セ
ンターぱぴぷ

1 歳６か月児 H29 年 1 月 7 日
～ 31 日   1 日㈬

湯之谷
保健

センター２歳児 H28 年 8 月 22 日㈬

３歳児 H27 年 8 月   8 日㈬

持・母子健康手帳、問診票、オムツ等の着替え
他・日程変更をご希望の場合は、事前にご連絡ください。
　・感染症にかかっている、またはその疑いがある場合
　　はご連絡のうえ、治ってからお越しください。

子育て支援センターぱぴぷ　☎ 792・6356
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金 9:00 ～ 16:00 自由遊びなど

ぴよぴよタイム 月～金 10:45 ～ 11:00 手遊び・ふれあい体操

土曜開放 毎週土曜 9:00～ 11:30 広場を開放します

身長・体重計測 毎週月曜 9:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 15:00

栄養相談
（栄養士同席）

6 日㈪ 10:00 ～　
11:30

離乳食や食事の
相談ができます。20 日㈪

堀之内なかよし保育園　　☎ 794・6161　
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金9:00 ～ 15:00 自由遊び、
ふれあい体操など

すくすく広場（出張親子ふれあい広場）  
会　場 日　時 内　容

入広瀬保健センター 10 日㈮ 10:00～ 11:00 お祭りごっこをし
よう

親子ふれあい広場８月 問健康増進室
☎ 792・9763

８月
児幼 健 診 等乳

離乳食講習会・１歳よちよち教室
事業名 対象（対象外でも可） 期 日 受 付 会 場

離乳食講習会
ステップ１

H30 年 5 月生の
乳児の養育者 7 日㈫ 9:30

～
9:45

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

離乳食講習会
ステップ２

H30 年 1 月生の
乳児の養育者 21 日㈫

離乳食講習会
ステップ３

H29 年 10 月生の
乳児の養育者 27 日㈪

13:30
～

13:45
1 歳

よちよち教室
（親子遊び、仕上げ

みがきなど）
H29 年 8 月生 28 日㈫

9:15
～

9:30

持・母子健康手帳　・オムツ等の着替え
◎育児相談は、各会場で随時受け付けています。

・個人通知はありません。

問子ども課
☎ 794・6027

すもんこども園　　　☎ 797・2002　
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金8:30 ～ 11:30 自由遊び、
ふれあい体操など

・8 月 30 日㈭は、4 か月健診のため午後からお休みとなります。

・8 月 14 日㈫～ 16 日㈭は、お休みとなります。

・8 月 14 日㈫～ 16 日㈭は、お休みとなります。

◆◆
和
菓
子
職
人
と
作
る
よ
も

ぎ
大
福
と
手
習
い
講
習
会

日
８
月
１
日
㈬
９
時
３０
分
～
１２
時

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
よ
も
ぎ
大
福
作
り
、
手
洗
い
講
習
会

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
も
し
く
は

髪
を
覆
え
る
帽
子

※
お
子
さ
ん
は
履
き
物

講
㈱
本
高
砂
屋
の
和
菓
子
職
人

対
市
内
小
学
生
親
子

定
先
着
１２
組

￥
５
０
０
円
〆
７
月
２０
日
㈮

申
小
出
食
品
衛
生
協
会

☎
７
９
２・６
６
８
０

◆◆
市
民
水
泳
記
録
会
～
第
３
回

魚
沼
市
民
水
泳
競
技
会
～

日
９
月
９
日
㈰
１０
時
～
１５
時

場
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
小
出

対
市
内
在
住
、
在
学
、
在
籍
小
学

生
以
上
で
２５
ｍ
以
上
泳
げ
る
人

￥
１
種
目
５
０
０
円

持
水
着
、
水
泳
帽
、
タ
オ
ル

〆
８
月
１９
日
㈰

申
魚
沼
市
水
泳
協
会
事
務
局

☎
７
９
２・９
９
３
３

◆◆
う
お
ぬ
ま
森
の
学
校
「
植

樹
地
の
下
草
刈
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
」

日
７
月
２９
日
㈰
８
時
～
１１
時

場
響
き
の
森
公
園
国
道
２
９
１
側

駐
車
場
に
集
合

内
植
樹
地
の
草
刈
り
や
ツ
ル
払
い

等
を
行
い
ま
す
。

持
飲
み
物
、
軍
手
、
長
袖
長
ズ
ボ

ン
等
作
業
の
で
き
る
服
装
（
草
刈

り
機
を
お
持
ち
の
人
は
ご
持
参
く

だ
さ
い
）

〆
７
月
２０
日
㈮
他
小
雨
決
行

申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
魚
沼
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☎
７
９
２・１
３
３
６

◆◆
破
間
川
ダ
ム
見
学
会

日
７
月
２６
日
㈭
９
時
～
１３
時
（
魚

沼
地
域
振
興
局
に
９
時
～
９
時
３０

分
ま
で
に
集
合
）

内
破
間
川
ダ
ム
の
施
設
見
学

※
バ
ス
で
移
動
し
ま
す

持
動
き
や
す
い
服
装
、
靴
（
サ
ン

ダ
ル
不
可
）、
ダ
ム
堤
体
内
で
羽

織
る
も
の
及
び
雨
具
、
飲
み
物
等

￥
無
料
定
先
着
３０
人

対
小
学
生
以
上（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

〆
７
月
１９
日
㈭
１６
時

他
記
念
品
あ
り
。
豪
雨
等
に
よ
り

中
止
の
場
合
あ
り
。

申
魚
沼
地
域
振
興
局
治
水
課
（
受

付
時
間
９
時
～
１６
時
）

☎
７
９
２・５
８
９
５

 7 月 16 日～ 31 日 行事カレンダー
16 月
17 火
18 水 ブックスタート小出（13:00/ 子育て支援ｾﾝﾀｰぱぴぷ）
19 木 プラネタリウム定期投影（19:00/ 堀之内公民館）
20 金 創業　個別相談会（13:30/ 湯之谷庁舎）

21 土
うおぬま夏の雪まつり（10:00 ～ 16:00/ 大湯公園・
交流ｾﾝﾀｰユピオ　～ 22 日まで）
だっこでおはなし広神（10:30/ 広神図書館）

22 日 無料司法書士相談・要予約（13:00 ～ 16:00/ 小出ﾎﾞ
ﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ）

23 月
24 火 市民対話の日（19:00/ 湯之谷老人福祉ｾﾝﾀｰ）

25 水 年金相談日（10:00 ～ 15:00/ 小出ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ）
要予約：長岡年金事務所☎ 0258・88・0006

26 木
27 金 だっこでおはなし小出（10:30/ 小出郷図書館）
28 土 ブックスタート広神（10:00/ 広神図書館）
29 日
30 月
31 火

◆◆「
第
３
回
エ
コ
野
菜
で
パ
ー

テ
ィ
だ
」
参
加
者
募
集

日
８
月
１１
日
㈷
㈯
１０
時
～
１２
時
３０
分

場
堀
之
内
公
民
館

内
各
自
育
て
た
野
菜
を
収
穫
し
て

「
サ
ラ
ダ
」
等
を
作
り
み
ん
な
で
食

べ
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
の
視
点
で
地

球
温
暖
化
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

講
星
麻
衣
さ
ん
（
県
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
推
進
員
）

対
市
内
小
学
生
（
継
続
し
て
参
加

で
き
る
人
が
望
ま
し
い
。）

※
第
４
回
９
月
２２
日
㈯
開
催
予
定

◆◆
Ｅ
ス
ポ
健
康
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

◎
初
心
者
向
け
運
動
教
室

日
８
月
１８
日
、
９
月
８
日
、
１０
月
１３

日
、
１１
月
１０
日
、
１２
月
８
日
、
１
月

１９
日
、
２
月
２３
日
、
３
月
１６
日
（
い

ず
れ
も
土
曜
）
１０
時
～
１１
時
３０
分

◆◆「
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
受
講
者
募
集

日
８
月
２３
日・３０
日
、
９
月
６
日・

１３
日
・
２０
日
・
２７
日
１０
時
～
１５
時

３０
分
（
い
ず
れ
も
木
曜
）

場
柏
崎
市
産
業
文
化
会
館

◆◆
テ
ク
ス
ク
ー
ル
介
護
員
養

成
科
２
期

期
８
月
２１
日
㈫
～
１１
月
１３
日
㈫

９
時
～
１５
時
５０
分（
ま
た
は
１６
時
２０
分
）

場
魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

対
介
護
の
知
識
、
技
能
を
習
得

し
、
就
職
を
希
望
す
る
人
定
１５
人　

￥
無
料
（
但
し
、
テ
キ
ス
ト
代
等

◆◆
堀
之
内
街
中
ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
「One night sum

m
er

堀day!

」

日
７
月
２８
日
㈯
１６
時
～
２１
時

※
雨
天
時
：
２９
日
㈰
に
順
延

場
上
仲
交
差
点
か
ら
鮨
そ
ば
や
前

交
差
点
ま
で
の
間

内
コ
ン
サ
ー
ト
、
地
域
特
産
品
の

販
売
、
名
物
料
理
の
出
店
と
街
中

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
等

◎
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト

￥
１
、０
０
０
円
（
販
売
場
所
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

他
当
日
は
１５
時
か
ら
２１
時
４５
分
ま

で
の
間
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

問
堀
之
内
商
工
会　

☎
７
９
４・２
４
３
３

◆◆
環
境
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

日
①
８
月
４
日
㈯
１３
時
～
１６
時
４５

分
②
９
月
１
日
㈯
９
時
５０
分
～
１６

時
４０
分
③
９
月
２
日
㈰
９
時
４０
分

～
１６
時
２５
分

場
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
長
岡

対
環
境
保
全
活
動
や
環
境
教
育
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
人
、
環
境
保

全
に
興
味
の
あ
る
人
￥
無
料

定
先
着
３０
人（
①
の
み
先
着
８０
人
）

〆
７
月
２０
日
㈮

他
３
日
間
参
加
す
る
と
終
了
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

申
新
潟
県
環
境
リ
ー
ダ
ー
養
成
協

議
会
事
務
局

☎
０
２
５・２
８
０・５
１
４
９

￥
無
料
定
１５
人
持
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
マ
ス
ク
、
台
ふ
き
、
紙
皿
、

は
し
、
飲
み
物
、
育
て
た
野
菜

〆
８
月
３
日
㈮

問
三
ツ
星
エ
コ
ク
ラ
ブ
・
星

☎
０
９
０・７
１
８
３・７
８
３
５

内
有
酸
素
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
践

し
な
が
ら
目
標
を
立
て
て
個
人
メ

ニ
ュ
ー
を
作
成
し
ま
す
。　
　
　

講
星
俊
寛
さ
ん（
健
康
運
動
指
導
士
）

対
２０
歳
以
上
６０
歳
以
下
で
毎
回
参

加
で
き
る
人

定
先
着
２０
人
￥
１
回
５
０
０
円　

持
筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
内
履
き

〆
定
員
に
な
り
次
第
（
定
員
に
達

し
な
い
場
合
は
途
中
申
し
込
み
可
）

申
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
魚
沼

☎
７
９
３・７
１
６
６

◆◆「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
課

題
と
今
後
進
む
べ
き
道
」

日
７
月
２５
日
㈬
１６
時
～
１７
時
３０
分

場
会
館
「
魚
新
」

内
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
問

題
等
を
考
え
る
講
演
会
で
す
。

講
石
川
和
男
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

社
会
保
障
経
済
研
究
所
代
表
）

対
市
内
及
び
周
辺
に
お
住
ま
い
の
人

定
先
着
５０
人
￥
無
料

申
魚
沼
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会
事
務
局

☎
０
２
５・７
７
０・０
５
９
７

対
２０
歳
以
上
の
県
民
で
、
全
日
程

受
講
で
き
、
修
了
後
消
費
生
活
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
し
て
い
た

だ
け
る
人
￥
無
料
定
３０
人
程
度

〆
７
月
３１
日
㈫

問
新
潟
県
消
費
者
協
会

☎
０
２
５・２
８
１・５
５
５
８

自
己
負
担
あ
り
）

〆
７
月
３１
日
㈫

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
出

問
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
７
９
４・２
４
１
０

◆◆
お
詫
び
と
訂
正

　
市
報
う
お
ぬ
ま
６
月
２５
日
号
に

掲
載
し
た
記
事
の
タ
イ
ト
ル
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

次
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◎
生
涯
学
習
・
公
民
館

・
正
「
ま
つ
ば
ら
あ
つ
し
」
色

え
ん
ぴ
つ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
イ
ラ

ス
ト
展

問
総
務
管
理
室

☎
７
９
２・１
４
９
４
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市
報
ク
イ
ズ

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

表
紙
の
写
真

次号の市報うおぬま（お知らせ版）の嘱託員への配布日は、７月２５日（水）です。

編
集
後
記

　
先
日
、
湯
之
谷
中
学
校
に
部
活

動
の
取
材
（
４
頁
掲
載
）
の
た
め

伺
い
ま
し
た
。
ど
の
部
活
動
も
生

徒
の
真
剣
に
取
り
組
む
姿
に
関
心

し
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
生
徒

が
立
ち
止
ま
り
「
こ
ん
に
ち
は
。」

と
大
き
な
声
で
挨
拶
を
し
て
く
れ

と
て
も
良
い
気
分
に
な
り
取
材
に

も
力
が
入
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
部
活
動
を
観
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合

に
よ
り
「
陸
上
部
」
の
み
の
掲
載

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
心
残
り

で
す
。（
Ｔ
）

　
ア
メ
リ
カ
ン
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
、

木
を
「
立
っ
て
い
る
人
」
と
言
う

そ
う
で
す
。
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
体
験
会
で
は
、
木
と
友
達
に
な

り
、
木
や
自
然
を
守
る
こ
と
の
大

切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
６
月

上
旬
の
陽
光
の
中
、
子
ど
も
も
大

人
も
清
々
し
い
汗
を
か
い
て
い
ま

し
た
。
体
験
会
を
通
し
て
、
私
も

木
と
少
し
友
達
に
な
れ
た
気
が
し

ま
し
た
。

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分
図
書
カ
ー

ド
」
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
答
え
と
市
報

の
感
想
等
を
お
書
き
の
う
え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
７
月

２５

日
㈬
ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：
　０２５－７９２－９５００
Ｅメール：
   koho@city.uonuma.niigata.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

　

前
回
の
正
解
は
、「
②

１６
ｍ
」
で
し
た
。
当
選
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

※
応
募
総
数
：
２７
通
（
う
ち
正
解
数
：
２７
）

　
穴
沢　
キ
ク　
さ
ん

　
内
山　
シ
ン　
さ
ん

　
金
井　
幸
子　
さ
ん

　
古
田
島
由
美
子　

さ
ん

　
佐
藤　
澄
子　
さ
ん

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。

渡辺　鹿三　横根　　　　　９２歳
布澤　マサ　横根　　　　　９７歳
五十嵐勝治　横根　　　　　８８歳

吉田ハツエ　堀之内稲荷町　９９歳
下村　ハル　堀之内稲荷町　８２歳
渡邉佐藤治　山ノ手町二　　９２歳
井上　イセ　増沢　　　　　９６歳
江口　元司　南本町　　　　８４歳
馬場キミ子　南本町　　　　８３歳
宮里　辰慈　小出旭町　　　７９歳
井口　計三　青島下　　　　９３歳
穴沢　ミキ　佐梨　　　　　９７歳
番場　　昇　虫野　　　　　６８歳
櫻井　トヨ　七日市　　　　９６歳
山本　征雄　小平尾　　　　７９歳
金井　一英　小平尾　　　　９４歳
佐藤　リツ　三渕沢　　　　８８歳
橘　　ムツ　福山新田　　　９６歳
山之内ミサオ　細野　　　　　９９歳
大塚　政幸　松川　　　　　８６歳
椿　　　典　西名　　　　１０３歳
佐藤伊佐雄　穴沢　　　　　９２歳
大島　　覺　大栃山　　　　８１歳

星野　　澪
みお

　直俊・鮎美　　　　立
森山　遥

は る せ
星　正則・三枝　　新道島

村山　未
み お

央　紫雲・麗子　小出稲荷町一
村山　久

く お ん
遠　紫雲・麗子　小出稲荷町一

南雲　心
こ の か

花　佳宏・菜美　小出稲荷町二
小幡　椋

りょうま
真　洸児・佑夏　　浦町四

山下　晴
せ い や

也　昂樹・ひとみ　小出東町２
森山なのか　翔太・はるな　　日渡
庭山　　想

そう
　淳・絵美　　小出栄町

渡邉　　凪
なぎさ

　圭介・捺津未　古新田
星野　　雨

あめ
　詠・葵　　　　　佐梨

西山　怜
りょうた

汰　高俊・和恵　　　中原
渡部　　究

きわむ
　力・幸子　　　　中原

星　　結
ゆ あ

愛　貴志・えりか　みどりケ丘
猪又も

も も か
も華　和哉・恵　　　上ノ原

鈴木日
ひ な こ

菜子　和・美保子　　上ノ原
米山　蓮

れ ん と
翔　朋之・絵美　　七日市

佐藤　茉
ま や

弥　陽輔・志乃　　　吉田
今井　暁

あ き や
也　臣也・芳美　　　中島

酒井　笑
え ま

愛　克哉・蘭　　　　赤土

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（５月２１日～６月２０日届出分）ひとのうごき

きらり☆

             魚沼人
～ うおぬまびと ～

　
うおぬま　

食美　 品逸
　市内の美味しい食や魚沼ブランド推奨品などを紹介
するコーナー。今回は大のアルビレックスファンの店
主が経営する「居酒家みよちゃん」をご紹介します。

　NO．１７

　居酒「家」の名前のと
おり、家にいるように気
楽にくつろげる雰囲気の
あるこちらのお店は、居
酒屋で店長経験のある長
岡出身の店主が経営する

お店です。看板メニューは広島風お好み焼きの「どん
どん焼き」。具材は「キャベツ、卵、トマト」とのこ
とで…トマト！？と思うのですが、これがさっぱりし
ていて良いアクセントになっており、味付けも絶妙で
美味しくてびっくり！チーズ等のトッピングも可能

で、子どもにも大人気。もちろんビールとの愛称が
good。値段も 500 円とお値打ちなので、ぜひ一度
お試しあれ！また店主は大のアルビレックスファン
で、店内のいたるところにアルビグッズがあり、ファ
ンの方は一見の価値ありのお店です。

場 魚沼市大栃山５７８
☎ ０２５－７９６－３４０６
営業時間　１７時～２２時
定休日　日曜・祝日、アルビレック
スホームゲーム日

居酒家みよちゃん
 店主　浅井 正

ま さ と
人さん

アルビレックス新潟が好きな方
はぜひ一度来てみて下さい！ 
40 人位までの宴会も可能です。

小幡 利
としはる

春 さん
　
『
ウ
ィ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
』

と
聞
い
て
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
競

技
を
想
像
し
ま
す
か
。
４
月
に
行

わ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
ウ
ィ
ン
タ
ー
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
シ
リ
ー
ズ
２
０
１
８
大

会
に
、
初
出
場
な
が
ら
見
事
優
勝

し
、
来
年
開
催
さ
れ
る
世
界
選
手

権
に
日
本
代
表
選
手
と
し
て
出
場

す
る
成
年
が
い
ま
す
。

　
「
３
つ
の
競
技
を
楽
し
む
こ
と
が

出
来
る
ん
で
す
よ
。
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

で
遊
ぶ
よ
う
な
感
覚
で
す
。」
と
笑

顔
で
話
す
の
は
、
小
幡
利
春
さ
ん
。

　
ウ
ィ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
と

は
、
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
最
も
過

酷
な
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
と
言
わ
れ
て

お
り
、
雪
上
で
の
①
ラ
ン
②
バ
イ
ク

③
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
３

種
の
合
計
タ
イ
ム
で
競
わ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
体
を
動
か
す

こ
と
が
大
好
き
で
、
学
生
時
代
は
陸

上
や
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
に
打

ち
込
み
ま
し
た
。
社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
や
ゴ
ル
フ
な

ど
レ
ジ
ャ
ー
系
の
種
目
も
楽
し
む
傍

ら
、
１０
年
程
前
（
３０
歳
の
頃
）
に
、

新
潟
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
本
格
的
に
マ
ラ
ソ

ン
に
取
り
組
み
、
そ
の
５
年
後
会
社

（
ア
ル
プ
ス
電
気
㈱
）
の
同
僚
に
誘
わ

れ
た
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
に
の
め
り
込
ん
で

い
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
数
々
の
レ
ー

ス
に
出
場
し
、
着
実
に
実
力
を
つ
け

て
き
た
利
春
さ
ん
で
す
が
、
昨
年
、

友
人
に
誘
わ
れ
出
場
し
た
の
が
、ウ
ィ

ン
タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
で
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

こ
の
競
技
の
魅
力
を
知
り
、
更
な
る

高
み
を
目
指
そ
う
と
決
意
し
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
ジ
ャ
パ
ン
シ
リ
ー

ズ
が
津
南
町
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を

知
り
、ダ
メ
も
と
で
出
場
し
た
結
果
、

初
出
場
な
が
ら
、
２
位
に
６
分
も
の

大
差
を
つ
け
優
勝
し
ま
し
た
。

　
「
実
は
こ
の
競
技
、
知
名
度
も
低
く

競
技
人
口
も
少
な
い
ん
で
す
が
、
近

い
将
来
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正

式
種
目
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
ん
で

す
よ
。
雪
国
の
子
ど
も
た
ち
に
知
っ

て
も
ら
い
、
こ
の
競
技
に
取
り
組
む

ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
も
し
た
い
ん
で
す
。」

と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
利
春
さ
ん
。

　

目
標
は
、「
日
本
代
表
と
し
て
、

日
の
丸
を
背
負
っ
て
出
場
す
る
か

ら
に
は
、
メ
ダ
ル
（
年
代
別
４０
歳

～
４４
歳
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
を
持
ち
帰

り
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん

に
恩
返
し
が
し
た
い
で
す
。」
と
語

る
利
春
さ
ん
の
瞳
は
大
き
く
輝
い
て

い
ま
し
た
。
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６月 23 日㈯長野県で開催されたトレイルランニグレースでは、冬季オリンピアン（渡部暁斗選手他２名）や国内強豪選手を抑え、準優勝しました！

News!

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・ア
ン
ド
・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

②
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ン
ド
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

③
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ン
ド
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

Ａ Ｑ

市
内
小
・
中
学
校
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
が「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」の
正
式
名
称
は
？

人口と世帯数（Ｈ３０．６．１）
人口 うち外国人 増減

男 18,146     45   -22
女 19,019   127   -20
計 37,165   172   -42

世帯数 13,270      5

※増減は前月比です
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こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率

８０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

児童絵画 今月は広神西小学校の児童の作品です
№

154

「キジのデッサン」
６年  髙橋　倖成 　さん

「みんなでだるまさんがころんだ」
４年  佐野　有香　さん

魚
沼
っ
子

№

26

がんばる
　

市
内
の
各
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
所
属

す
る
小
・
中
学
生
を
中
心
に
一
昨
年
結
成
さ

れ
た
魚
沼
剣
道
ク
ラ
ブ
が
、
５
月
に
開
催
さ

れ
た
第
３３
回
新
潟
県
道
場
少
年
剣
道
大
会
に

お
い
て
予
選
を
勝
ち
上
が
り
、
新
潟
県
代
表

と
し
て
、
第
５３
回
全
国
道
場
少
年
剣
道
大
会

（
７
月
２４
日
㈫
日
本
武
道
館
）
へ
の
出
場
を

決
め
ま
し
た
。

　
「
憧
れ
の
全
国
の
舞
台
で
、
精
一
杯
の
試

合
が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
き
ま
す
。」
と

抱
負
を
述
べ
、
厳
し
い
稽
古
に
励
ん
で
い
ま

し
た
。
が
ん
ば
れ
魚
沼
の
少
年
少
女
剣
士
。

い
ざ
出
陣
！
全
国
へ
挑
む

左
か
ら

佐藤駿
し ゅ い

衣くん（６年）、小山扇
お う ぎ

生さん（６年）、星拓
ひ ろ む

夢くん（６年）
藤ノ木琉

りゅうせい
聖くん（６年）、金本優

ゆ う や
哉くん（５年）

※制作時は 3 年

ジュレで食べるそうめん（主食・主菜）

＜ジュレを作る＞
粉ゼラチンを水でふやかし、電子レンジで１０秒加熱して
溶かし、ポン酢しょうゆを加えて混ぜ、冷蔵庫で固める。
①とりささみ肉を細切りにし、Ａを振って片栗粉をまぶ
し、熱湯でゆでて冷水に取って冷まし、水気を切る。
②フライパンに油をひき、卵を溶いて入れて薄焼き卵を
作り、せん切りにする。
③トマトをくし型に切り、きゅうりはせん切りにする。
④そうめんをゆでてごま油をまぶし、皿に盛り、①、②、
③を飾り、ジュレをくずして上にのせる。ジュレとめん
をよく混ぜ合わせてから食べる。

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会
エネルギー　548kcal　　　　たんぱく質　22.4 ｇ
炭水化物　84.8 ｇ　  脂質　11.3 ｇ　塩分　2.8 ｇ

< とろみのついたタレで減塩 >

ジュレなどとろみのついたタレで、野菜などをからめて食べること

で減塩につながります。野菜からの水分が出にくく、味が薄まらず

に最後までおいしく食べることができます。

材料（４人分）
そうめん（乾）　４００ｇ
ごま油　　　　　大さじ２
と り さ さ み 肉　      ４ 本
酒　　　　　　 大 さ じ １
しょうが汁　　　大さじ１
片栗粉　　　　　大さじ２

卵　　　　　　　　　２こ         
油　　　　　　　　　少々
トマト　　　　　　　１こ
きゅうり　　　　　　２本
減塩ポン酢しょうゆ　1 ２０ｃｃ
粉ゼラチン　  　　　　　３ｇ
水　     　　　　　１２０ｃｃ

ジ
ュ
レ
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食まちうおぬま
レ・シ・ピ

ミニミニクッキングをリニューアル
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